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第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
積
極
方
針

玉

井

清

第一一四回衆議院議員選挙における政友会の積極方針

結第第第序

語章章章章
候
補
者
擁
立
を
め
ぐ
る
積
極
方
針

官
僚
財
界
人
の
積
極
擁
立

官
僚
財
界
人
候
補
者
の
選
挙
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
序
　
章

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
五
月
一
〇
日
、
原
敬
内
閣
の
下
で
第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
与
党
立
憲
政
友
会
（
以

下
、
政
友
会
と
略
す
）
は
過
半
数
を
大
き
く
上
回
る
二
七
八
議
席
（
定
員
四
六
四
）
を
獲
得
し
た
。
筆
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
原
内
閣

が
該
総
選
挙
に
際
し
、
普
通
選
挙
問
題
を
敢
え
て
選
挙
の
争
点
に
設
定
し
た
こ
と
が
、
か
か
る
政
友
会
大
勝
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と

　
　
　
　
（
1
）

を
検
証
し
た
。
す
な
わ
ち
政
友
会
は
、
普
選
脅
威
論
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
選
挙
戦
に
お
い
て
攻
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
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憲
政
会
は
少
な
か
ら
ぬ
有
権
者
の
反
発
を
招
く
普
選
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
守
勢
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
右
総
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
攻
勢
と
憲
政
会
守
勢
の
構
図
は
、
こ
う
し
た
争
点
を
め
ぐ
る
論
戦
だ
け
で
は
な
く
候
補
者
擁
立
の

中
に
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、
ま
ず
か
か
る
総
選
挙
に
際
し
政
友
会
が
与
党
の
追
い
風
に
乗
り
候
補
者
擁
立
を
積
極

的
に
推
し
進
め
た
こ
と
を
、
逆
に
野
党
第
一
党
の
憲
政
会
が
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
考
察
を
加
え

（
2
）

る
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
に
政
友
会
が
積
極
的
に
推
進
し
た
候
補
者
擁
立
の
中
で
も
、
官
僚
や
財
界
人
の
衆
院
選
出
馬
に
注
目
し
、
こ
れ

を
小
選
挙
区
制
の
導
入
と
関
連
さ
せ
考
察
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
政
友
会
が
彼
ら
を
擁
立
し
た
事
情
や
目
的
を
、
さ
ら
に
は
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

選
挙
戦
の
実
態
を
地
元
の
新
聞
等
を
利
用
し
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
と
普
通
選
挙
問
題
」
（
『
法
学
研
究
』
、
第
六
九
巻
第
一
二
号
、
平
成
八
年
二
一
月
）
。

　
（
2
）
　
該
総
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
候
補
者
擁
立
の
積
極
姿
勢
と
憲
政
会
の
消
極
姿
勢
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
川
人
貞
史
『
日
本
の
政
党

　
　
政
治
一
八
九
〇
1
一
九
三
七
年
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
二
一
五
～
二
〇
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
3
）
政
友
会
が
官
僚
や
財
界
人
の
入
党
や
衆
院
選
出
馬
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
輸
入
候
補
（
多
く
は
帰
郷
候
補
）
と
な
る
彼

　
　
ら
の
選
挙
戦
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
升
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
・
第
四
巻
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
二
五
三
～
六
七

　
　
頁
、
二
八
九
～
九
四
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
四
回
総
選
挙
に
焦
点
を
絞
り
、
小
選
挙
区
制
導
入
に
よ
り
新
し
く
設
け

　
　
ら
れ
た
選
挙
区
と
彼
ら
の
出
馬
が
い
か
な
る
関
連
を
有
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
な
い
と
い
え
る
。
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第
一
章
　
候
補
者
擁
立
を
め
ぐ
る
積
極
方
針

政
友
会
は
、
解
散
直
後
の
三
月
五
日
、
自
党
の
総
選
挙
に
対
す
る
方
針
を
決
定
し
、
全
国
各
支
部
に
通
牒
を
発
し
た
。
そ
こ
で
は
、
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候
補
者
の
選
考
は
、
原
則
と
し
て
各
支
部
に
ま
か
せ
る
と
し
た
上
で
、
積
極
的
に
候
補
者
を
擁
立
す
る
よ
う
次
の
よ
う
な
要
請
が
出

さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
各
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
地
盤
の
状
況
を
倒
酌
し
な
が
ら
な
る
べ
く
定
員
相
当
の
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
、

自
党
所
属
の
前
代
議
士
を
選
定
し
た
以
外
に
地
盤
の
余
裕
が
あ
る
限
り
、
新
人
を
擁
立
す
る
と
の
積
極
方
針
が
謳
わ
れ
て
い
た
の
で

（
1
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
下
、
政
友
会
が
野
党
と
し
て
逆
風
下
の
選
挙
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
第
一
二
回
総
選
挙
に

際
し
、
本
部
が
地
方
支
部
に
対
し
て
出
し
た
通
牒
と
比
較
す
る
と
そ
の
対
照
性
が
鮮
明
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
前
職
擁
立

を
原
則
と
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
に
は
地
盤
に
充
分
な
余
裕
の
な
い
限
り
候
補
者
を
立
て
ぬ
よ
う
消
極
姿
勢
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て

　
　
　
　
（
2
）

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
比
較
に
よ
り
、
該
総
選
挙
に
臨
む
政
友
会
の
積
極
姿
勢
を
よ
り
一
層
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
政
友
会
は
、
右
の
方
針
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
同
党
の
党
勢
が
必
ず
し
も
芳
し
く
な
い
地
域
を
含
め
候
補
者
の
擁
立
を
積
極
的
に
進

め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
年
に
行
わ
れ
た
県
議
選
の
結
果
、
憲
政
会
が
絶
対
的
多
数
を
獲
得
し
政
友
会
自
ら
も
自
党
の
劣
勢
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
い
た
栃
木
や
熊
本
に
お
い
て
も
、
同
党
の
候
補
者
が
多
数
出
馬
し
た
こ
と
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
栃
木
県
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

お
い
て
は
、
全
選
挙
区
の
定
員
の
合
計
九
名
に
対
し
八
名
が
立
ち
、
そ
の
う
ち
の
七
名
に
公
認
を
出
し
て
い
た
。
熊
本
県
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
定
員
の
合
計
一
〇
名
に
対
し
八
名
が
立
ち
、
四
月
上
旬
に
は
早
く
も
そ
の
う
ち
の
七
名
に
公
認
を
出
し
て
い
た
。
従
来
熊
本
の

総
選
挙
に
お
い
て
は
、
非
政
友
会
陣
営
の
公
認
決
定
が
先
行
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
の
で
、
地
元
の
政
友
会
系
新
聞
は
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
政
友
会
の
早
期
の
公
認
決
定
を
同
党
の
「
景
気
の
よ
さ
」
を
示
す
も
の
と
し
て
歓
迎
評
価
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
福
島

五
区
を
政
友
会
の
積
極
姿
勢
を
象
徴
す
る
選
挙
区
と
し
て
取
り
上
げ
る
新
聞
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
定
員
一
名
の
該
選
挙
区
は
、
河

野
広
中
と
い
う
憲
政
会
の
有
力
候
補
が
い
る
野
党
絶
対
優
勢
の
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
友
会
が
敢
え
て
候
補
者
を
擁
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
こ
と
に
注
目
し
、
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
多
数
あ
る
と
し
同
党
の
攻
勢
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
聞
も
認
め

る
政
友
会
の
積
極
的
な
候
補
者
擁
立
姿
勢
は
、
総
裁
原
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
彼
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
原
は
選
挙
対
策
の
責
任
者
で
あ
る
幹
事
長
の
望
月
圭
介
が
彼
の
地
元
広
島
県
の
候
補
者
擁
立
に
消
極
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
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（
8
）

と
を
伝
え
聞
く
と
憤
慨
し
、
望
月
の
か
か
る
姿
勢
を
た
し
な
め
変
え
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
政
友
会
の
積
極
姿
勢
は
、
一
人
区
だ
け
で
な
く
二
人
区
の
候
補
者
の
擁
立
の
仕
方
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な

わ
ち
、
政
友
会
は
六
八
あ
る
二
人
区
の
内
、
半
数
近
く
の
三
一
の
選
挙
区
に
お
い
て
二
議
席
独
占
を
目
指
し
二
名
に
公
認
を
出
し
て

い
た
が
、
そ
の
中
に
は
政
友
会
の
地
盤
が
必
ず
し
も
優
勢
と
は
い
え
な
い
選
挙
区
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
北
海
道
七
区
は
、
政
友
会
優
勢
の
地
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
月
二
九
日
に
は
新
人
二
人
に
早
く
も
公
認
を
出

　
　
（
9
）

し
て
い
た
。
ま
た
、
茨
城
四
区
は
、
政
憲
両
派
の
勢
力
拮
抗
し
憲
政
会
の
有
力
政
治
家
大
津
淳
一
郎
の
選
挙
区
で
あ
る
に
も
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ら
ず
、
政
友
会
は
新
人
二
人
を
敢
え
て
立
て
四
月
九
日
に
は
両
者
に
公
認
を
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
愛
媛
二
区
も
政
憲
両
派
の
勢
力

が
拮
抗
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
月
六
日
に
は
新
人
二
人
に
公
認
を
出
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
選
挙
区
で
は
そ
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

ち
の
一
人
が
四
月
下
旬
に
な
り
出
馬
を
断
念
し
た
た
め
、
五
月
初
頭
の
新
聞
紙
上
で
は
、
出
馬
の
意
志
を
表
明
し
て
い
る
憲
政
会
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

補
と
政
友
会
候
補
と
が
議
席
を
分
け
無
競
争
区
に
な
る
と
の
観
測
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
政
友
会
は
辞
退
者
に
か

わ
る
候
補
者
の
擁
立
を
粘
り
強
く
目
指
し
、
投
票
日
ま
で
一
週
間
を
切
っ
た
五
月
四
日
に
二
人
目
の
公
認
候
補
を
立
て
る
こ
と
を
決

　
（
1
3
）

定
し
た
。
結
局
、
こ
の
候
補
は
落
選
し
た
も
の
の
、
投
票
日
直
前
ま
で
二
人
目
の
候
補
者
擁
立
を
目
指
す
中
に
、
政
友
会
の
積
極
姿

勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
愛
媛
二
区
に
お
い
て
公
認
の
決
定
に
時
間
の
ず
れ
が
生
じ
た
の
は
、
二
人
の
公
認
の
う
ち
一
人
が
辞
退
す
る
と
い
う
特
殊
事

情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
二
人
区
に
お
い
て
政
友
会
は
、
前
職
等
の
候
補
者
の
公
認
を
内
定
あ
る
い
は
決
定
し

た
後
で
、
憲
政
会
側
の
動
向
等
を
見
な
が
ら
少
し
で
も
可
能
性
が
あ
る
な
ら
二
人
目
の
候
補
擁
立
を
目
指
す
構
え
を
取
り
続
け
て
い

た
。　

例
え
ば
北
海
道
九
区
は
、
政
友
会
自
ら
劣
勢
の
地
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
の
公
認
候
補
を
擁
立
し

て
い
た
。
地
元
の
新
聞
は
、
昨
年
の
選
挙
法
改
正
時
に
政
友
会
が
公
表
し
た
新
選
挙
区
ご
と
の
勢
力
比
の
う
ち
、
北
海
道
地
区
に
つ
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（
1
4
）

い
て
掲
載
し
て
い
た
が
、
九
区
に
つ
い
て
は
政
友
会
四
八
に
対
し
憲
政
会
五
二
と
憲
政
会
の
優
勢
を
伝
え
て
い
た
。
そ
の
九
区
に
お

い
て
、
政
友
会
は
三
月
の
末
に
は
元
職
の
木
下
成
太
郎
に
公
認
を
出
し
、
他
方
、
憲
政
会
か
ら
は
過
去
二
回
の
総
選
挙
で
木
下
を
破

り
当
選
を
果
た
し
た
前
職
の
小
池
仁
郎
が
出
馬
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
該
選
挙
区
は
両
者
の
出
馬
の
み
の
無
競
争
区
に
な
っ
て
も
不

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

思
議
は
な
か
っ
た
が
、
政
友
会
は
、
四
月
初
旬
に
木
下
や
小
池
と
異
な
る
地
域
の
票
の
獲
得
が
期
待
で
き
る
新
人
の
高
倉
安
次
郎
を

新
た
に
擁
立
し
公
認
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
北
海
道
一
二
区
も
、
先
の
勢
力
比
に
よ
れ
ば
、
政
友
会
三
六
に
対
し
憲
政
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

四
二
（
中
立
二
二
）
で
あ
り
、
政
友
会
劣
勢
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
党
は
九
区
同
様
に
三
月
下
旬
に
は
新
人
の
丸
山
浪

弥
の
公
認
を
決
定
し
た
後
、
四
月
の
初
旬
に
は
前
職
の
中
西
六
三
郎
の
公
認
を
決
定
し
二
名
の
公
認
候
補
を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。

結
果
は
、
ど
ち
ら
の
選
挙
区
に
お
い
て
も
二
議
席
独
占
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
政
友
会
の
積
極
姿
勢
を
象
徴
し
て
い

た
。
ま
た
定
員
二
名
の
栃
木
四
区
の
場
合
、
二
人
の
公
認
決
定
の
発
表
は
四
月
二
三
日
と
同
時
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
な
公
認
決
定

の
時
間
に
は
ず
れ
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず
前
職
の
田
村
順
之
助
の
公
認
を
事
実
上
内
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
二
議
席
独
占
を
目

指
し
後
述
す
る
よ
う
に
自
派
内
の
調
整
を
つ
け
波
多
野
承
五
郎
の
公
認
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
福
島
三
区
は
政
友
会
が

最
終
的
に
は
一
名
の
公
認
し
か
出
さ
な
か
っ
た
が
、
二
名
の
公
認
擁
立
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
選
挙
区
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政

友
会
は
、
四
月
一
二
日
に
前
職
の
堀
切
善
兵
衛
に
公
認
を
出
し
た
が
、
憲
政
会
の
動
向
次
第
で
は
二
人
目
の
公
認
擁
立
も
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
憲
政
会
が
貴
族
院
議
員
経
験
者
の
大
物
鈴
木
周
三
郎
を
立
て
た
た
め
、
政
友
会
は
二
人
目
の
公
認
候
補
擁
立
は
断
念

（
1
8
）

し
た
。
こ
う
し
た
政
友
会
の
二
人
区
に
お
け
る
公
認
決
定
過
程
を
み
る
と
、
前
職
や
元
職
に
公
認
を
出
し
た
上
で
、
さ
ら
に
二
人
目

の
公
認
擁
立
を
模
索
し
調
整
を
図
ろ
う
と
す
る
積
極
姿
勢
を
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
二
人
区
に
つ
い
て
、
政
友
会
は
出
来
る
か
ぎ
り
定
員
と
同
数
の
公
認
候
補
者
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し

て
、
憲
政
会
は
消
極
姿
勢
に
終
始
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
新
聞
は
茨
城
四
区
や
千
葉
六
区
の
よ
う
に
た
と
え
地
盤
が
優
勢
で
余
裕
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

あ
っ
て
も
共
倒
れ
を
恐
れ
て
一
人
の
立
候
補
で
満
足
し
て
い
る
、
と
憲
政
会
の
消
極
姿
勢
を
難
じ
て
い
た
。
ま
た
、
前
出
の
北
海
道
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九
区
も
憲
政
会
優
勢
の
選
挙
区
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
党
は
三
月
下
旬
に
前
職
小
池
の
公
認
を
決
定
す
る
と
、
今
回
の
選
挙

戦
は
楽
観
を
許
さ
ぬ
状
況
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
定
員
二
名
の
選
挙
区
で
は
あ
る
が
必
勝
を
期
す
た
め
一
名
の
擁
立
に
止
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
を
早
々
に
決
定
し
本
部
に
報
告
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
し
た
通
り
九
区
に
お
い
て
、
政
友
会
は
劣
勢
の
選
挙
区
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
の
公
認
候
補
者
を
擁
立
し
た
が
、
同
党
は
共
倒
れ
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
選
挙
戦
を
戦
う
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
因
に
、
北
海
道
の
二
人
区
は
、
九
区
を
含
め
四
つ
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
政
友
会
は
公
認
候
補
を
二
名
立
て
た
の

に
対
し
て
憲
政
会
は
一
名
の
擁
立
に
止
ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
後
に
地
元
の
新
聞
が
今
回
の
選
挙
戦
を
総
括
し
た
中
に

お
い
て
、
憲
政
会
は
当
初
よ
り
野
党
と
し
て
の
攻
勢
的
姿
勢
を
捨
て
専
ら
守
勢
防
衛
の
陣
立
を
と
っ
た
。
北
海
道
に
お
い
て
も
野
党

憲
政
会
は
、
定
員
二
名
の
選
挙
区
に
当
選
の
確
実
を
期
す
る
た
め
一
名
の
候
補
者
を
立
て
る
に
止
め
た
た
め
、
部
分
的
消
極
的
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

は
収
め
た
も
の
の
敵
を
破
る
と
い
う
積
極
的
勇
気
と
計
画
は
全
く
欠
如
し
て
い
た
、
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
因
に
、
北
海
道
の
四

つ
の
二
人
区
の
う
ち
憲
政
会
は
同
党
優
勢
の
九
区
と
一
二
区
に
お
い
て
議
席
を
確
保
し
た
が
、
七
区
と
八
区
に
お
い
て
は
政
友
会
の

議
席
独
占
を
許
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
潟
七
区
の
よ
う
に
選
挙
結
果
だ
け
か
ら
み
て
、
憲
政
会
が
二
名
の
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
選
挙
区
も

あ
る
。
該
選
挙
区
は
憲
政
会
の
大
竹
貫
一
と
政
友
会
の
丸
山
嵯
一
郎
の
二
名
の
み
が
立
ち
、
無
競
争
区
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
両
者
と
も
当
選
を
果
た
す
が
、
大
竹
の
六
、
五
七
四
票
に
対
し
丸
山
は
三
、
九
六
二
票
し
か
獲
得
で
き
ず
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
結
果
を
み
て
も
わ
か
る
通
り
、
当
該
選
挙
区
は
憲
政
会
絶
対
優
勢
の
地
で
あ
っ
た
。
前
回
総
選
挙
の
結
果
に
照
ら
し
て
み
て
も
、

七
区
を
構
成
す
る
南
蒲
原
郡
と
古
志
郡
に
お
い
て
、
大
竹
が
南
蒲
原
郡
の
全
得
票
の
六
五
％
を
一
人
で
獲
得
し
、
同
じ
く
憲
政
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

久
須
美
東
馬
が
古
志
郡
の
全
得
票
の
五
六
％
を
一
人
で
獲
得
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
戦
早
々
憲
政
会
系
の
地
元
新
聞
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

い
て
、
該
選
挙
区
は
憲
政
会
が
非
常
に
優
勢
で
あ
る
ゆ
え
二
名
の
候
補
を
擁
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
投
票
日
一
週
間
前
の
五
月
三
日
に
『
時
事
新
報
』
が
明
ら
か
に
し
た
各
選
挙
区
の
勢
力
比
は
、
総
じ
て
与
党
政
友
会
の
優
勢
を
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（
2
4
）

示
し
て
い
た
が
、
該
選
挙
区
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
憲
政
会
の
優
勢
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
憲
政
会
か
ら
の
出
馬
は
一
人
に

止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
憲
政
会
は
、
自
党
優
勢
の
選
挙
区
に
お
い
て
も
共
倒
れ
を
恐
れ
、
一
名
の
候
補
者
し
か
擁
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
二
人
区
に
お
い
て
憲
政
会
よ
り
二
名
の
候
補
者
が
出
馬
し
た
の
は
、
愛
知
四
区
と
広
島
七
区
の
二
選
挙
区
だ
け
で
あ
っ

た
。　

と
こ
ろ
で
政
友
会
は
、
憲
政
会
の
有
力
候
補
を
封
じ
込
め
る
た
め
、
党
の
有
力
候
補
を
敢
え
て
ぶ
つ
け
る
と
い
う
攻
撃
的
と
も
い

え
る
公
認
候
補
者
の
擁
立
さ
え
も
行
っ
て
い
た
。
原
内
閣
の
逓
信
大
臣
で
あ
り
党
の
領
袖
で
も
あ
る
野
田
卯
太
郎
を
、
福
岡
一
二
区

か
ら
出
馬
さ
せ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
来
、
前
回
選
挙
の
結
果
に
照
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、
野
田
は
、
三
池
、
山
門
の
両
郡
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
一
五
区
よ
り
出
馬
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
前
回
選
挙
に
お
い
て
野
田
は
、
自
己
の
得
票
の
六
五

％
を
両
郡
よ
り
獲
得
し
、
両
郡
の
全
得
票
の
う
ち
六
七
％
は
野
田
の
票
に
よ
り
占
め
ら
れ
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
強
さ
を
見
せ
て
い

　
　
　
　
（
2
5
）

た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
月
九
日
に
は
、
政
友
会
の
一
五
区
を
構
成
す
る
三
池
山
門
の
各
々
の
候
補
者
選
定
会
が
、
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

を
推
す
こ
と
を
一
旦
は
決
め
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
野
田
が
一
五
区
で
な
く
、
三
井
、
浮
羽
の
両
郡
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

一
二
区
か
ら
出
馬
し
た
の
は
、
地
元
の
憲
政
会
系
新
聞
が
そ
の
衝
撃
を
憤
愚
を
交
え
て
伝
え
た
よ
う
に
、
該
選
挙
区
よ
り
出
馬
が
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

想
さ
れ
た
憲
政
会
の
有
力
候
補
佐
々
木
正
蔵
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
地
元
三
井
郡
出
身
の
佐
々
木
は
、
第
一
回
総
選
挙
で
の

当
選
以
来
、
前
回
選
挙
ま
で
通
算
一
〇
回
の
当
選
歴
を
持
つ
憲
政
会
の
長
老
有
力
議
員
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
は
、
前
回
選
挙
で
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
得
票
の
六
一
％
を
両
郡
よ
り
獲
得
し
、
両
郡
の
全
得
票
の
四
六
％
が
彼
の
票
で
占
め
ら
れ
、
一
五
区
に
お
け
る
野
田
同
様
、
当
該

地
域
で
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
強
さ
を
み
せ
て
い
た
。
政
友
会
は
、
こ
こ
に
野
田
を
対
抗
馬
と
し
て
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。
野
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
潤
）
、

一
二
区
か
ら
の
出
馬
を
受
け
憲
政
会
系
の
新
聞
は
、
佐
々
木
も
こ
れ
に
対
抗
し
選
挙
運
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
力
　
五

月
上
旬
、
佐
々
木
は
出
馬
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
憲
政
会
か
ら
他
の
候
補
が
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
投
票
を
待
た
ず
し
て
野
田
の
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無
競
争
当
選
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
政
友
会
の
候
補
者
擁
立
に
向
け
た
積
極
姿
勢
の
結
果
、
同
党
か
ら
は
四
一
八
名
（
公
認
三
七
一
名
）
の
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

者
が
出
馬
し
、
三
七
四
あ
る
選
挙
区
の
内
、
一
人
も
候
補
者
を
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
二
九
選
挙
区
で
一
割
に
も
満
た
な
か
っ

た
。
ま
た
、
先
の
通
牒
に
反
し
て
定
員
相
当
の
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
選
挙
区
は
、
二
九
五
あ
る
一
人
区
の
内
の

二
八
、
六
八
あ
る
二
人
区
の
内
の
二
八
、
一
一
あ
る
三
人
区
の
内
の
八
で
、
合
計
六
四
に
止
ま
り
、
八
割
を
超
え
る
選
挙
区
で
政
友

会
は
定
員
か
そ
れ
以
上
の
候
補
者
を
立
て
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
野
党
第
一
党
憲
政
会
の
候
補
者
数
は
、
定
員
の
四
六
四
名
を
は
る
か
に
下
回
る
二
四
〇
名
で
あ
り
、
第
二
党
の

国
民
党
の
四
四
名
と
合
計
し
て
も
政
友
会
の
候
補
者
数
に
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
数
字
を
み
て
も
、
野
党
と
い
う
逆
風
に
加
え
、

定
員
の
大
幅
増
を
伴
う
小
選
挙
区
制
の
導
入
と
不
意
打
ち
解
散
に
よ
る
準
備
不
足
が
、
憲
政
会
を
中
心
と
し
た
野
党
陣
営
に
与
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

打
撃
の
大
き
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
与
野
党
の
候
補
者
擁
立
を
め
ぐ
る
姿
勢
の
相
違
に
よ
り
、
一
人
区
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
福
岡
二
一
区
の
よ
う
に
一
人

の
政
友
会
候
補
者
し
か
い
な
い
純
然
た
る
無
競
争
選
挙
区
が
四
一
、
非
政
友
候
補
者
が
出
馬
せ
ず
政
友
会
候
補
者
同
士
の
争
い
に
な

っ
た
選
挙
区
が
八
生
じ
、
一
人
区
の
二
九
五
の
議
席
の
内
、
投
票
結
果
が
出
る
前
に
既
に
四
九
の
議
席
が
政
友
会
に
与
え
ら
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
た
。

　
二
人
区
に
つ
い
て
は
、
六
八
あ
る
選
挙
区
の
内
、
政
友
会
候
補
し
か
立
た
ず
同
党
の
二
議
席
独
占
が
投
票
前
に
決
定
し
て
い
た
選

挙
区
が
五
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
潟
七
区
の
よ
う
に
政
友
会
が
劣
勢
で
候
補
者
を
一
名
し
か
立
て
ず
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
憲
政
会
を
中

心
と
す
る
非
政
友
陣
営
か
ら
は
共
倒
れ
を
恐
れ
一
名
の
候
補
し
か
立
た
な
か
っ
た
結
果
、
無
競
争
区
と
な
り
両
者
の
当
選
が
確
定
し

て
い
た
選
挙
区
が
一
四
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
人
区
で
多
い
パ
タ
ー
ン
は
、
北
海
道
の
四
つ
の
二
人
区
や
、
茨
城
四
区
や
千
葉
六
区

の
よ
う
に
、
政
友
会
が
議
席
独
占
を
目
指
し
二
名
の
候
補
者
を
立
て
な
が
ら
、
非
政
友
陣
営
が
共
倒
れ
を
警
戒
す
る
あ
ま
り
一
名
の
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候
補
者
し
か
擁
立
し
な
か
っ
た
た
め
、
投
票
前
に
少
な
く
と
も
一
議
席
は
政
友
会
に
与
え
ら
れ
る
選
挙
区
が
二
六
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
二
人
区
六
八
の
一
三
六
の
議
席
の
内
、
投
票
結
果
を
待
た
ず
に
合
計
五
〇
の
議
席
を
政
友
会
が
得
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
。

　
二
あ
る
三
人
区
で
は
、
政
友
会
候
補
一
名
に
対
し
非
政
友
陣
営
候
補
が
二
名
し
か
立
た
な
か
っ
た
た
め
無
競
争
に
な
っ
た
選
挙

区
が
一
あ
り
、
政
友
会
候
補
二
名
に
対
し
非
政
友
陣
営
の
候
補
が
二
名
し
か
立
た
ず
、
投
票
前
に
政
友
会
が
少
な
く
と
も
一
議
席
を

獲
得
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
選
挙
区
が
三
あ
り
、
合
計
四
議
席
が
政
友
会
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
以
上
、
一
人
区
、
二
人
区
、
三
人
区
を
合
計
し
て
、
候
補
者
擁
立
の
積
極
性
と
消
極
性
に
よ
り
、
政
友
会
に
は
戦
う
前
か
ら
、
定

数
の
四
分
の
一
弱
の
百
三
の
議
席
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
該
総
選
挙
は
、
候
補
者
の
擁
立
の
仕
方
に
お
い
て
、
既
に
政
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

会
の
攻
勢
に
対
す
る
憲
政
会
の
劣
勢
は
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第一四回衆議院議員選挙における政友会の積極方針

（
1
）
　
『
政
友
』
、
大
正
九
年
四
月
一
五
日
、
第
二
四
〇
号
、
四
四
頁
。

（
2
）
　
拙
稿
「
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
と
政
友
会
」
（
『
法
学
研
究
』
、
第
六
六
巻
第
六
号
、
平
成
五
年
六
月
）
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
　
『
立
憲
政
友
会
史
・
第
四
巻
』
（
復
刻
版
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
二
月
、
五
七
四
頁
）
。

（
4
）
　
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
言
及
す
る
政
友
会
の
各
選
挙
区
の
公
認
決
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
『
中
央
新
聞
』
を
中
心
に
、
『
東
京
朝
日
新

　
聞
』
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
よ
り
補
い
明
ら
か
に
し
た
。

（
5
）
　
熊
本
県
の
政
友
会
公
認
は
、
一
区
か
ら
六
区
ま
で
は
四
月
七
日
に
、
七
区
は
一
〇
日
に
出
て
い
た
。

（
6
）
　
『
九
州
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
六
日
。

（
7
）
　
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
五
月
一
日
。

（
8
）
肥
田
琢
司
は
、
原
の
私
邸
に
呼
ば
れ
肥
田
の
出
身
で
あ
る
広
島
五
区
（
安
芸
郡
）
か
ら
の
出
馬
を
要
請
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に

　
望
月
が
反
対
し
た
た
め
肥
田
は
原
に
出
馬
を
断
念
す
る
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
原
は
非
常
に
憤
慨
し
望
月
を
説
諭
し
て
お
く
の
で
是
非
と

　
も
出
馬
す
る
よ
う
切
望
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
望
月
に
呼
ば
れ
会
う
と
、
望
月
は
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
肥
田
を
本
部
に
お
い
て

　
公
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
是
非
と
も
出
馬
し
て
く
れ
と
懇
請
し
た
、
と
い
う
（
『
政
党
興
亡
五
十
年
』
、
国
会
通
信
社
、
昭
和
三
五
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年
、
一
四
八
頁
）
。
因
に
、
肥
田
は
憲
政
会
候
補
に
敗
れ
当
選
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
9
）
　
し
た
が
っ
て
、
新
聞
は
こ
の
七
区
の
選
挙
戦
を
伝
え
解
説
す
る
中
で
、
政
友
派
は
「
嵩
に
か
か
っ
た
戦
い
」
を
し
て
い
る
と
評
し
て

　
い
た
（
「
政
戦
の
北
海
道
〈
三
〉
」
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
二
九
日
）
。

（
1
0
）
　
新
聞
は
、
四
区
を
構
成
す
る
久
慈
多
賀
両
郡
の
昨
年
の
県
議
選
に
お
け
る
得
票
を
合
計
す
る
と
、
政
友
四
、
五
三
二
票
に
対
し
憲
政

　
四
、
四
〇
九
と
接
近
し
て
い
る
ゆ
え
、
政
友
会
が
如
何
に
与
党
の
便
宜
と
権
力
を
持
っ
て
い
る
に
し
て
も
大
津
を
落
選
さ
せ
る
こ
と
は
到

　
底
困
難
で
あ
ろ
う
、
と
予
想
し
て
い
た
（
「
政
戦
記
・
茨
城
県
〈
上
〉
」
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
二
五
日
）
。
こ
の
予
想
通
り
、

　
政
友
会
は
大
津
を
落
と
し
二
議
席
独
占
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
位
当
選
の
大
津
と
次
点
の
政
友
会
候
補
と
の
差
は
五
〇

　
票
と
い
う
僅
差
で
あ
っ
た
。

（
1
1
）
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
二
二
日
。

（
1
2
）
　
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
五
月
一
日
夕
刊
。

（
1
3
）
擁
立
さ
れ
た
の
は
夏
井
安
太
郎
で
あ
る
が
、
彼
の
出
馬
に
つ
い
て
新
聞
は
、
い
か
に
吾
が
党
内
閣
と
は
い
え
二
区
に
お
い
て
政
友
派

　
が
二
人
勝
つ
な
ど
と
い
う
の
は
虫
が
よ
す
ぎ
る
と
の
噂
が
あ
る
一
方
で
、
与
党
の
有
り
難
み
で
ま
ん
ま
と
二
人
が
推
し
切
る
か
も
し
れ
な

　
い
と
の
予
想
も
あ
る
、
と
報
じ
て
い
た
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
（
四
国
版
）
』
、
大
正
九
年
五
月
九
日
）
。

（
1
4
）
　
『
北
海
タ
イ
ム
ズ
』
、
大
正
九
年
三
月
一
八
日
。
尚
、
こ
の
資
料
は
前
議
会
に
政
友
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
第
四
十
一

　
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
・
第
二
十
一
号
』
）
。

（
1
5
）
九
区
は
政
友
の
木
下
と
憲
政
の
小
池
が
出
馬
し
、
他
は
何
れ
も
出
馬
を
断
念
し
た
た
め
逐
鹿
界
は
静
か
と
一
旦
は
報
じ
る
新
聞
も
あ

　
っ
た
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
四
月
六
日
）
。

（
1
6
）
　
木
下
は
根
室
、
釧
路
を
地
盤
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
高
倉
は
十
勝
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
（
同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
五
日
）
。

（
1
7
）
　
（
1
4
）
に
同
じ
。

（
1
8
）
　
「
戦
塵
を
浴
び
つ
々
（
二
）
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
壬
二
日
）
。

（
1
9
）
　
ど
ち
ら
の
選
挙
区
も
政
友
会
が
二
名
立
て
た
の
な
ら
ば
、
憲
政
会
も
二
名
立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
憲

政
会
が
候
補
者
を
一
名
に
止
め
た
の
は
堅
実
な
方
策
と
も
い
え
る
が
、
野
党
の
意
気
上
が
ら
ざ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
、
と
評
さ
れ
た

　
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
五
月
一
日
）
。

（
2
0
）
　
『
北
海
タ
イ
ム
ズ
』
、
大
正
九
年
三
月
二
五
日
。
ま
た
、
こ
う
し
た
北
海
道
に
お
け
る
憲
政
会
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
「
積
極
的
に
攻
勢
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的
態
度
を
執
る
べ
き
筈
の
在
野
党
と
し
て
は
甚
だ
退
嬰
的
で
あ
る
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　ハ

27　26　25　24　23　22　21
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

　
か
ら
の
出
馬
要
請
も
受
け
て
い
た

（
2
8
）

（
2
9
）

（
30
）

　
れ
も
中
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
て
い
た
が

　
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

（
31
）

　
や
候
補
者
の
鎗
衡
等
で
一
朝
一
夕
に
は
戦
闘
準
備
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が

　
ん
で
か
＞
ら
れ
」

（
32
）

　
れ
自
ら
戦
ふ
意
な
く
し
て
、

　
会
の
絶
対
多
数
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
批
判
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
（
前
掲
、
「
政
戦
の
北
海
道
（
三
）
」
）
。

「
戦
い
の
跡
（
一
）
」
（
『
北
海
タ
イ
ム
ズ
』
、
大
正
九
年
五
月
一
三
日
）
。

『
新
潟
日
報
』
、
大
正
六
年
四
月
二
二
日
。

『
新
潟
新
聞
』
、
大
正
九
年
三
月
二
日
夕
刊
。

『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
五
月
三
日
。

『
福
岡
日
日
新
聞
』
、
大
正
六
年
四
月
二
三
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
〇
日
。

『
九
州
日
報
』
、
大
正
九
年
四
月
二
九
日
。
野
田
は
、
明
治
時
代
の
総
選
挙
で
は
浮
羽
郡
を
地
盤
の
一
つ
と
し
て
い
た
の
で
、
一
二
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
野
田
卯
太
郎
日
記
』
、
大
正
九
年
四
月
二
一
二
日
〈
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
〉
）
。

（
2
5
）
に
同
じ
。

『
九
州
日
報
』
、
大
正
九
年
四
月
二
九
日
。

後
述
す
る
よ
う
に
岐
阜
五
区
の
井
上
孝
哉
や
三
重
四
区
の
宮
田
光
雄
、
岡
山
二
区
の
馬
越
恭
平
、
同
五
区
の
守
屋
松
之
助
等
は
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
政
友
会
の
推
薦
や
支
援
を
受
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
中
立
候
補
の
中
に
は
政
友
系
候
補
が
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
際
の
数
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
少
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

大
石
正
巳
は
、
四
月
中
旬
ま
で
の
野
党
候
補
者
の
出
馬
状
況
を
み
て
、
小
選
挙
区
制
実
施
後
初
の
総
選
挙
な
の
で
地
盤
の
割
り
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
民
党
は
立
ち
遅
れ
気
合
負
け
」
し
て
い
て
「
全
て
与
党
に
飲

　
　
　
　
　
て
い
る
と
観
測
し
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
一
五
日
）
。

選
挙
後
野
党
の
大
敗
に
慨
嘆
し
そ
の
原
因
に
言
及
し
た
評
論
の
中
で
も
、
野
党
の
か
か
る
候
補
者
擁
立
の
消
極
性
を
問
題
に
し
「
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敗
を
人
に
取
り
、
他
の
狡
を
責
む
る
は
、
随
に
非
ず
ん
ば
愚
な
り
」
と
批
判
さ
れ
た
（
「
東
西
南
北
・
政
友

　
　
　
　
　
〈
『
日
本
及
日
本
人
』
、
大
正
九
年
六
月
一
日
、
第
七
八
四
号
、
五
頁
〉
）
。
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第
二
章
　
官
僚
財
界
人
の
積
極
擁
立

　
前
章
に
お
い
て
政
友
会
が
候
補
者
の
擁
立
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
本
章
で
は
擁
立
さ
れ
た
候
補
者
の
中
で
も

注
目
を
浴
び
た
官
僚
や
財
界
人
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
従
前
よ
り
原
率
い
る
政
友
会
は
、
官
界
や
財
界
か
ら
の
人
材
の

登
用
を
推
進
し
て
き
た
が
、
同
党
は
該
総
選
挙
に
お
い
て
も
こ
れ
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。
例
え
ば
、
官
界
か
ら
は
、
内
務
次
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
小
橋
一
太
や
逓
信
次
官
の
泰
豊
助
を
筆
頭
に
、
神
奈
川
県
知
事
の
井
上
孝
哉
や
福
島
県
知
事
の
宮
田
光
雄
、
さ
ら
に
は
益
谷
秀
次

の
よ
う
な
司
法
官
経
験
者
ま
で
官
界
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
人
物
が
立
候
補
し
た
。
現
役
を
含
め
た
官
界
か
ら
の
衆
院
選
出
馬
を
政
府
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
從
心
源
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
聞
紙
上
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
野
党
陣
営
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
ほ
ど
で

　
　
（
3
）

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
財
界
か
ら
は
三
井
系
の
経
済
人
を
中
心
に
馬
越
恭
平
、
波
多
野
承
五
郎
、
山
本
条
太
郎
、
森
恪
ら
が
出
馬
し
た
。
議
会
に

は
経
済
事
業
に
明
る
い
実
際
家
を
必
要
と
す
る
と
の
理
由
か
ら
、
原
自
ら
内
田
信
也
、
山
本
や
馬
越
を
招
き
直
接
出
馬
を
促
し
て
い

（
4
）た

こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
僚
だ
け
で
な
く
財
界
人
の
立
候
補
に
も
政
友
会
は
積
極
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
友
会
が
官
界
や
財
界
か
ら
の
候
補
者
擁
立
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
第
一
に
従
前
よ
り
目
指
さ
れ
て
い
た
政
党

改
良
、
す
な
わ
ち
政
党
の
政
策
能
力
向
上
や
党
財
政
の
強
化
を
含
め
た
質
的
向
上
に
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
人
材
登
用
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
従
来
よ
り
の
目
的
以
外
に
、
該
総
選
挙
に
際
し
政
友
会
に
官
僚
や
財
界
人
の
擁

立
を
促
さ
せ
る
事
情
と
目
的
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
大
幅
な
定
員
増
と
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
り
選
挙
区
が
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
が
、
全
国
に
政
友
会

の
前
職
の
い
な
い
空
白
の
選
挙
区
を
数
多
く
生
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
選
挙
区
の
候
補
者
要
員
と
し
て

官
僚
や
財
界
人
は
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
彼
ら
は
、
活
躍
の
主
な
場
が
中
央
で
あ
り
地
方
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
を
持
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た
ず
、
選
挙
区
に
縁
は
薄
く
地
盤
が
あ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
か
か
る
選
挙
制
度
の
改
正
に
よ
り
生
じ
た
空
白
の
選
挙
区

は
、
地
元
と
の
摩
擦
を
比
較
的
起
こ
す
こ
と
な
き
出
馬
を
可
能
に
し
た
。
つ
ま
り
選
挙
制
度
の
改
正
は
、
彼
ら
に
出
馬
の
機
会
と
空

間
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
出
馬
を
容
易
に
す
る
前
職
不
在
の
空
白
の
選
挙
区
は
、
総
じ
て
政
友

会
の
勢
力
の
弱
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
政
友
会
の
地
盤
が
弱
い
選
挙
区
に
お
い
て
、
有
力
な
地
元
候
補
者
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
り
、
た
と
え
地
元
か
ら
出
馬
の
意
欲
を
み
せ
る
候
補
者
が
い
た
と
し
て
も
、
野
党
の
強
固
な
地
盤
を
突
き
崩
す
た
め
に
は
、

中
央
で
活
躍
す
る
有
力
者
を
引
っ
張
っ
て
く
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
友
会
は
、
憲
政
会
を
は
じ
め
と
す
る
野
党

の
地
盤
強
固
な
選
挙
区
に
官
僚
や
財
界
人
を
積
極
的
に
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
盤
を
突
き
崩
す
と
い
う
攻
撃
的
戦
術
を
と
っ

　
　
　
　
　
（
6
）

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
ま
ず
官
僚
の
衆
院
選
出
馬
の
例
と
し
て
、
岐
阜
九
区
の
牧
野
良
三
や
、
富
山
三
区
の
石
坂

豊
一
、
さ
ら
に
は
石
川
五
区
の
益
谷
秀
次
や
熊
本
一
区
の
小
橋
一
太
の
場
合
を
取
り
上
げ
考
察
を
加
え
た
い
。

　
岐
阜
九
区
よ
り
出
馬
し
た
元
逓
信
官
僚
の
新
人
牧
野
良
三
は
、
九
区
を
構
成
す
る
三
郡
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
野
郡
出
身
で
あ
る
が
、

地
元
の
地
方
政
治
家
と
し
て
の
経
験
は
な
い
帰
郷
候
補
で
あ
っ
た
。
明
治
一
八
年
生
ま
れ
で
未
だ
三
〇
歳
台
で
あ
っ
た
牧
野
は
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

京
帝
大
出
の
逓
信
官
僚
経
験
者
で
あ
り
、
当
時
は
文
相
秘
書
官
の
肩
書
き
を
も
っ
て
の
出
馬
で
あ
っ
た
。
牧
野
が
出
馬
し
た
九
区
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

構
成
す
る
大
野
、
益
田
、
吉
城
の
三
郡
の
前
回
総
選
挙
に
お
け
る
得
票
状
況
を
み
る
と
、
憲
政
会
の
永
田
吉
右
衛
門
が
殆
ど
の
票
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

獲
得
し
政
友
会
候
補
は
散
票
し
か
得
票
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
細
分
化
さ
れ
た
当
該
選
挙
区
に
お
い
て
、

政
友
会
に
は
前
職
を
は
じ
め
と
す
る
適
当
な
有
力
候
補
が
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
人
牧
野
の
出
馬
は
、
地
元
と
の
摩
擦
を

起
こ
す
こ
と
な
く
可
能
で
あ
っ
た
。
政
友
会
陣
営
と
し
て
は
、
自
党
劣
勢
の
地
に
与
党
の
追
い
風
に
乗
せ
、
東
京
帝
大
出
で
文
相
秘

書
官
の
肩
書
き
を
持
つ
牧
野
を
出
馬
さ
せ
る
こ
と
で
、
憲
政
会
の
機
先
を
制
し
、
同
党
の
地
盤
を
突
き
崩
す
目
的
が
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
牧
野
は
、
四
月
一
〇
日
に
は
早
く
も
公
認
を
得
て
選
挙
運
動
を
進
め
る
が
、
憲
政
会
は
彼
に
対
抗
す
る
有
力
候
補
を
擁
立
す
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（
1
0
）

る
こ
と
が
で
き
ず
、
牧
野
は
独
走
し
無
競
争
で
当
選
を
果
た
し
た
。

　
ま
た
、
樺
太
庁
事
務
官
で
あ
っ
た
石
坂
が
出
馬
し
た
富
山
三
区
は
、
上
新
川
郡
と
、
彼
の
出
身
で
あ
る
中
新
川
郡
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
定
員
一
名
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
石
坂
は
か
か
る
職
に
就
く
前
に
、
富
山
県
の
郡
書
記
官
、
郡
長
、
理
事
官
を
歴
任
し
て
い
た

（
1
1
）が

、
地
方
議
会
に
出
た
経
験
は
な
く
、
選
挙
地
盤
も
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
帰
郷
候
補
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
該
選
挙
区
は
岐
阜
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

区
同
様
に
政
友
会
劣
勢
の
地
で
あ
り
、
前
回
総
選
挙
の
結
果
を
み
て
も
憲
政
会
候
補
が
大
量
得
票
し
て
い
た
。
政
友
会
か
ら
は
ト
ッ

プ
当
選
を
果
た
し
た
広
瀬
鎮
之
が
当
該
郡
よ
り
相
当
数
の
票
を
獲
得
し
て
い
た
も
の
の
、
彼
の
主
地
盤
は
出
身
の
氷
見
郡
や
下
新
川

　
　
　
　
（
1
3
）

郡
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
職
の
広
瀬
は
、
出
身
の
氷
見
郡
が
含
ま
れ
る
六
区
よ
り
出
馬
し
た
た
め
、
三
区
は
前
職
の
い
な
い

空
白
区
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
政
友
会
劣
勢
の
地
ゆ
え
地
元
候
補
者
も
出
馬
を
逡
巡
し
た
た
め
、
石
坂
を
推
す
有
志
が
党
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

部
を
動
か
し
、
原
及
び
高
橋
光
威
書
記
官
長
に
会
い
立
候
補
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。
四
月
一
六
日
に
石
坂
の
政
友
会
公
認
は
決
定
し
、

憲
政
会
の
香
川
保
忠
と
争
う
こ
と
に
な
る
。
石
坂
は
善
戦
す
る
も
落
選
し
た
た
た
め
、
憲
政
会
打
破
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
地
元
に
地
盤
を
持
た
ぬ
彼
が
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
な
く
出
馬
で
き
た
一
因
に
は
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
伴
い
細

分
化
さ
れ
た
選
挙
区
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
地
方
裁
判
所
判
事
の
職
を
捨
て
、
石
川
五
区
よ
り
出
馬
し
た
新
人
益
谷
の
場
合
も
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
が
彼
に
利
し
た
一
面
が

あ
っ
た
。
明
治
二
一
年
生
ま
れ
で
牧
野
同
様
三
〇
歳
台
で
出
馬
し
た
益
谷
は
、
京
都
帝
大
出
の
司
法
官
経
験
者
で
あ
っ
た
。
彼
が
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

野
の
地
方
裁
判
所
判
事
を
し
て
い
た
時
に
衆
議
院
が
解
散
と
な
り
、
政
界
へ
の
転
身
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
衆
院
選
に
出
馬
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

こ
と
を
決
意
し
た
益
谷
は
、
解
散
と
同
時
に
上
京
し
同
郷
で
知
り
合
い
の
骨
董
屋
で
政
界
に
人
脈
を
持
つ
清
水
辰
三
郎
を
訪
れ
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
仲
介
に
よ
り
原
や
中
橋
徳
五
郎
と
会
い
出
馬
の
決
意
を
訴
え
了
解
を
得
る
の
で
あ
る
。
石
川
県
の
鳳
至
郡
出
身
の
益
谷
は
、
同
郡

と
珠
州
郡
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
定
員
一
名
の
石
川
五
区
よ
り
出
馬
し
た
。
当
該
地
域
は
、
従
前
は
政
友
会
の
金
城
湯
池
で
あ
っ
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

第
二
次
大
隈
内
閣
の
時
に
政
友
会
系
の
有
力
県
議
ら
が
寝
返
っ
て
し
ま
い
、
同
党
の
勢
力
の
弱
い
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
前
回
総
選
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（
1
9
）

挙
の
結
果
を
見
て
も
、
右
の
両
郡
か
ら
は
憲
政
会
の
桜
井
兵
五
郎
が
単
独
で
六
割
を
超
え
る
票
を
獲
得
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

憲
政
会
の
地
盤
優
勢
で
あ
る
該
選
挙
区
の
候
補
者
選
定
は
、
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
三
月
下
旬
に
憲
政

会
は
桜
井
の
地
盤
を
受
け
継
ぎ
財
力
豊
か
な
生
垣
聞
蔵
を
公
認
し
て
い
た
の
で
、
政
友
会
と
し
て
は
こ
れ
に
対
抗
で
き
る
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

擁
立
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
京
都
帝
大
出
で
判
事
の
経
歴
を
持
ち
、
し
か
も
富
百
万
と
い
わ
れ
る
素
封
家
出
身
の
益
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

が
政
友
会
公
認
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
益
谷
の
場
合
も
、
小
選
挙
区
制
に
よ
り
選
挙
区
が
細
分
化
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

し
か
も
政
友
会
の
地
盤
が
弱
か
っ
た
た
め
、
地
元
候
補
や
前
職
と
比
較
的
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
な
く
出
馬
で
き
た
例
と
い
え
よ
う
。

益
谷
は
、
四
月
上
旬
に
は
党
の
公
認
を
も
ら
い
早
期
か
ら
選
挙
運
動
を
展
開
し
、
憲
政
会
の
地
盤
を
突
き
崩
す
こ
と
に
成
功
し
生
垣

を
抑
え
当
選
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
内
務
次
官
の
小
橋
一
太
を
定
員
一
名
の
熊
本
一
区
（
熊
本
市
）
に
擁
立
し
た
の
も
、
同
市
に
お
い
て
確
固
た
る
地
盤
を
持
つ
憲
政

会
の
山
田
珠
一
に
対
抗
し
こ
れ
を
破
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
憲
政
会
か
ら
の
出
馬
が
内
定
し
て
い
た
前
職
の
山
田
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

熊
本
市
議
、
同
議
長
、
熊
本
県
議
、
同
副
議
長
、
熊
本
市
長
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
既
に
五
回
の
衆
院
選
の
当
選
歴
を
持
ち
、
第

一
〇
回
総
選
挙
か
ら
は
熊
本
市
よ
り
連
続
四
回
の
当
選
を
果
た
し
て
い
た
強
豪
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
政
友
会
陣
営
と
し
て
は

憲
政
会
の
強
豪
山
田
を
破
る
た
め
に
は
、
彼
に
対
抗
で
き
る
有
力
候
補
を
出
馬
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
熊
本
県
出
身
で
内
務
次
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
座
に
あ
る
小
橋
が
、
該
選
挙
区
よ
り
出
馬
し
た
背
景
に
は
か
か
る
事
情
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
憲
政
会
系
の
地
元
新
聞
は
、
内
務

次
官
小
橋
の
衆
院
選
出
馬
に
強
く
反
発
し
連
日
攻
撃
を
加
え
た
が
、
そ
れ
は
憲
政
会
陣
営
が
小
橋
を
強
敵
と
見
倣
し
危
機
感
を
抱
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
事
実
、
小
橋
は
小
差
で
は
あ
る
が
山
田
を
抑
え
当
選
を
果
た
し
、
憲
政
会
の
地
盤
の
突
き
崩
し
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
官
界
よ
り
衆
院
選
に
出
馬
し
た
事
例
を
、
彼
ら
が
立
っ
た
選
挙
区
と
の
関
係
か
ら
考
察
を
加
え
た
が
、
財
界
人
が
出
馬
し
た

選
挙
区
を
み
て
も
同
様
の
事
情
と
目
的
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、
総
じ
て
政
友
会
の
劣
勢
の
地
に
野
党
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の
有
力
候
補
に
対
抗
で
き
る
資
金
豊
富
な
財
界
人
を
擁
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
敵
陣
の
強
固
な
地
盤
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
政
友
会

陣
営
の
意
図
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
に
三
井
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
を
設
立
し
「
ビ
ー
ル
王
」
の
異
名
も
持
つ
馬
越
が
定
員
一

名
の
岡
山
二
区
よ
り
出
馬
し
た
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
政
友
会
の
公
認
は
受
け
ず
中
立
候
補
と
し
て
の
出
馬
で
は
あ

っ
た
が
、
先
に
紹
介
し
た
出
馬
に
至
る
経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
そ
こ
に
は
原
か
ら
の
強
い
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
周
知
の
ご
と

く
、
犬
養
毅
の
地
元
で
あ
る
岡
山
県
は
総
じ
て
国
民
党
の
強
固
な
地
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
た
た
め
、
前
回
総
選
挙
で
も
定
員
八
名
の

郡
部
か
ら
政
友
会
は
福
井
三
郎
一
人
が
七
位
と
い
う
下
位
当
選
を
果
た
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
区
を
構
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

御
津
、
児
島
の
両
郡
に
お
い
て
政
友
会
は
、
福
井
の
散
票
し
か
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
二
区
か
ら
は
庵
谷
枕
の
出

　
　
　
　
　
　
　
（
郡
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

馬
が
決
定
し
て
い
た
力
　
四
月
中
旬
に
な
り
突
如
出
馬
を
取
り
止
め
さ
せ
ら
れ
、
馬
越
の
出
馬
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
候
補
者
変
更

の
正
確
な
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
馬
越
の
出
馬
は
当
初
五
区
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
が
頓
挫
し
た
経

緯
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
財
界
の
大
物
馬
越
を
あ
く
ま
で
も
出
馬
さ
せ
た
い
と
す
る
原
の
強
い
意
向
と
、
国
民
党
の
強
固
な

地
盤
を
突
き
崩
す
た
め
に
は
庵
谷
よ
り
馬
越
の
方
が
適
任
と
の
考
え
が
働
い
た
と
推
断
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
友
会
は
自
党

の
勢
力
劣
弱
な
選
挙
区
に
財
界
の
大
物
馬
越
を
出
馬
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
選
挙
結
果
は
、
国
民
党
の
新
人
星
島
二
郎
に
大
差
を
つ
け

ら
れ
敗
れ
る
の
で
あ
る
が
、
馬
越
の
擁
立
に
は
、
国
民
党
打
破
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
山
本
条
太
郎
は
、
三
井
物
産
の
上
海
、
大
阪
支
店
の
副
支
配
人
を
経
て
同
社
の
重
役
に
も
な
っ
た
経
歴
を
持
つ
。
彼
が
出
馬
し
た

定
員
一
名
の
福
井
一
区
に
お
い
て
は
、
前
職
で
中
立
の
有
力
候
補
松
井
文
太
郎
の
出
馬
が
決
定
し
て
い
た
。
松
井
は
、
多
年
市
会
議

員
、
県
会
議
員
と
し
て
地
方
政
界
に
勢
力
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
県
の
特
産
で
あ
っ
た
絹
織
物
業
界
の
組
合
長
も
務
め
る
有
力
者
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
元
政
友
会
で
も
松
井
に
対
抗
で
き
る
強
力
候
補
を
中
央
よ
り
担
い
で
帰
り
、
擁
立
す
る
こ
と
が
待
望
さ

　
　
　
　
（
3
0
）

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
福
井
県
出
身
で
三
井
の
重
役
経
験
者
で
あ
る
財
界
の
大
物
山
本
が
、
政
友
会
の
公
認
と
し
て
選
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ば
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
山
本
の
出
馬
は
、
彼
の
政
界
進
出
の
意
欲
と
財
界
人
の
擁
立
を
積
極
的
に
進
め
る
党
本
部
の
意
向

と
が
合
致
し
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
松
井
に
対
抗
で
き
る
有
力
候
補
の
出
馬
を
待
望
す
る
地
元
の
事
情
も
あ
っ

た
。
山
本
は
、
松
井
を
五
票
と
い
う
僅
差
で
抑
え
当
選
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
三
井
銀
行
や
三
井
鉱
山
、
王
子
製
紙
と
三
井
系
会
社
の
重
役
で
あ
っ
た
波
多
野
承
五
郎
は
、
栃
木
四
区
よ
り
出
馬
し
た
が
、
彼
の

生
ま
れ
は
静
岡
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
四
区
の
選
挙
民
に
と
っ
て
は
文
字
通
り
の
輸
入
候
補
で
あ
っ
た
。
下
都
賀
郡
一
郡
に
よ
り
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

さ
れ
る
定
員
二
名
の
四
区
に
お
い
て
は
、
前
職
の
田
村
順
之
助
の
公
認
を
早
々
に
内
定
し
た
上
で
、
政
友
会
陣
営
で
は
さ
ら
に
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

一
人
の
候
補
を
擁
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
前
回
総
選
挙
で
は
次
点
で
あ
っ
た
も
の
の
現
職
の
死
去
に
伴
い
繰
上
当
選
と

　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

な
っ
た
秋
山
金
也
や
県
議
経
験
者
の
白
石
荘
蔵
等
、
地
元
政
治
家
の
名
が
風
評
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
栃
木
県
支
部
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

高
幹
部
は
彼
ら
地
元
候
補
者
の
辞
退
を
強
引
に
了
承
さ
せ
、
輸
入
候
補
の
擁
立
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
元
の
新
聞
が
伝
え
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
支
部
の
最
高
幹
部
が
輸
入
候
補
擁
立
を
目
指
し
た
の
は
、
選
挙
資
金
に
期
待
を
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
下
都
賀
郡
の
政
友
会
有
志
大
会
で
は
、
地
元
候
補
を
推
す
派
と
、
多
額
の
選
挙
運
動
費
（
具
体
的
に
二
〇
万
円
と
言
う
数
字
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

上
げ
ら
れ
て
い
た
）
を
持
参
で
き
る
輸
入
候
補
の
擁
立
を
目
指
す
派
と
の
間
で
議
論
百
出
し
て
い
た
。
前
者
は
郡
の
体
面
を
保
つ
た

め
に
も
地
元
候
補
擁
立
を
考
え
、
後
者
は
、
四
区
に
お
い
て
政
友
会
が
田
村
だ
け
で
な
く
二
人
目
の
当
選
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
選
挙

資
金
豊
富
な
有
力
者
の
出
馬
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
既
述
の
よ
う
に
輸
入
候
補
擁
立
派
が
押
し
切
る
形
で
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
幹
部
代
表
者
は
、
輸
入
候
補
の
人
選
に
つ
き
本
部
と
調
整
を
つ
け
る
た
め
上
京
し
、
即
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

に
波
多
野
の
擁
立
を
決
定
し
た
。
波
多
野
自
ら
、
立
候
補
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
原
の
紹
介
で
政
友
会
の
党
員
と
な
り
公
認
候
補
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

推
さ
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
出
馬
の
背
景
に
は
原
を
中
心
と
す
る
党
本
部
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
波
多
野
の
出
馬
は
、
資
金
豊
富
な
候
補
者
を
待
望
す
る
地
元
の
意
向
と
、
財
界
人
を
積
極
的
に
擁

立
し
よ
う
と
す
る
党
本
部
の
意
向
と
が
合
致
し
実
現
し
た
と
い
え
る
。
波
多
野
は
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
、
田
村
も
彼
に
次
ぐ
票
を
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獲
得
し
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
の
結
果
、
政
友
会
は
四
区
に
お
い
て
二
議
席
独
占
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
大
幅
な
定
員
増
と
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
り
選
挙
区
が
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
友
会
劣
勢
の
地
に

前
職
や
適
当
な
地
元
候
補
者
の
い
な
い
空
白
区
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
中
央
で
活
躍
し
地
元
選
挙
区
に
確
固

た
る
地
盤
を
持
た
ぬ
官
僚
や
財
界
人
で
も
、
衆
院
選
に
出
馬
し
や
す
い
環
境
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
出
馬
事
情
を

選
挙
区
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
結
果
、
総
じ
て
政
友
会
の
劣
勢
の
地
に
彼
ら
を
擁
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
憲
政
会
を
は
じ
め
と
す

る
野
党
優
勢
の
地
盤
を
突
き
崩
す
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
1
）
　
泰
は
、
東
京
帝
大
卒
業
後
、
内
務
省
に
入
り
秋
田
、
徳
島
県
知
事
を
務
め
る
が
第
二
次
大
隈
内
閣
に
よ
り
更
迭
さ
れ
た
（
『
戦
前
期

　
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
。
そ
の
直
後
、
実
施
さ
れ
た
第
二
一
回
総
選
挙
に
埼
玉
よ
り

政
友
会
候
補
と
し
て
当
選
し
、
二
二
回
総
選
挙
で
も
連
続
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
は
原
内
閣
の
成
立
に
伴
い
、
大
正
八
年
四
月
よ
り

逓
信
次
官
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
既
に
代
議
士
の
座
に
あ
っ
た
。

（
2
）
　
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
三
月
二
六
、
三
一
日
、
『
読
売
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
五
日
。

（
3
）
　
例
え
ば
、
「
官
吏
の
候
補
者
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
三
月
二
二
日
）
、
「
官
吏
立
候
補
問
題
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
九
年

　
三
月
二
九
日
）
。

（
4
）
内
田
信
也
「
線
の
太
い
人
」
（
原
安
二
郎
編
纂
発
行
『
山
本
条
太
郎
翁
追
憶
録
』
、
昭
和
一
一
年
、
三
四
〇
～
一
頁
）
。
前
掲
、
『
日
本

政
党
史
論
・
第
四
巻
』
、
二
六
四
～
五
頁
。

（
5
）
　
同
右
、
『
日
本
政
党
史
論
・
第
四
巻
』
、
二
六
三
～
五
頁
。
財
界
人
の
出
馬
に
は
、
憲
政
会
の
主
張
す
る
普
選
、
階
級
打
破
へ
の
彼
等

　
の
反
発
も
あ
っ
た
（
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
九
年
三
月
一
一
日
）
。

（
6
）
前
掲
、
「
官
吏
立
候
補
問
題
」
。

（
7
）
牧
野
は
、
東
京
帝
大
卒
業
後
、
逓
信
省
に
入
り
副
事
務
官
に
ま
で
な
る
。
大
正
三
年
に
官
界
を
去
り
政
友
会
の
幹
部
に
な
る
中
橋
徳

五
郎
率
い
る
大
阪
商
船
会
社
に
入
社
、
原
内
閣
成
立
と
と
も
に
中
橋
が
文
相
に
な
る
と
牧
野
は
文
相
秘
書
官
に
抜
擢
さ
れ
た
（
前
掲
、

　
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
）
。
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（
8
）
前
回
総
選
挙
で
永
田
は
中
立
候
補
と
し
て
の
出
馬
で
あ
っ
た
が
、
当
選
後
に
憲
政
会
に
所
属
し
大
正
七
年
二
月
に
死
去
し
た
（
『
議

会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成
二
年
）
。

（
9
）
　
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
、
大
正
六
年
四
月
二
三
日
。

（
1
0
）
　
四
月
初
頭
の
新
聞
は
、
該
選
挙
区
が
早
く
も
牧
野
の
独
舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
四
月

　
一
日
）
。

（
1
1
）
　
『
議
会
制
度
百
年
史
・
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成
二
年
）
。

（
1
2
）
前
回
総
選
挙
で
の
両
郡
の
総
得
票
五
、
三
四
七
票
の
内
、
政
友
会
候
補
の
獲
得
し
た
合
計
は
二
五
％
の
一
、
三
四
三
票
で
あ
る
の
に
対

　
し
、
憲
政
会
の
そ
れ
は
五
六
％
の
一
一
、
六
壬
二
票
で
あ
っ
た
（
『
富
山
日
報
』
、
大
正
六
年
四
月
二
二
日
）
。

（
1
3
）
富
山
県
郡
部
（
定
員
五
名
）
よ
り
出
馬
し
広
瀬
が
獲
得
し
た
四
、
六
四
六
票
の
内
、
小
選
挙
区
制
下
の
三
区
に
該
当
す
る
郡
か
ら
は

　
二
七
％
の
一
、
二
五
七
票
を
、
六
区
に
該
当
す
る
郡
か
ら
は
三
八
％
の
一
、
七
六
一
票
を
獲
得
し
て
い
た
（
同
右
）
。

（
1
4
）
　
石
坂
豊
一
「
大
政
治
家
の
素
質
に
充
ち
た
人
格
者
」
（
前
掲
、
『
山
本
条
太
郎
翁
追
憶
録
』
、
四
六
～
七
頁
）
。
ま
た
、
石
坂
は
、
地
元

　
に
お
い
て
も
選
挙
戦
早
々
よ
り
原
内
閣
の
官
吏
候
補
と
し
て
評
判
に
な
っ
て
い
た
（
『
富
山
日
報
』
、
大
正
九
年
四
月
三
日
）
。

（
1
5
）
　
判
事
時
代
の
益
谷
は
、
検
事
や
警
察
と
対
立
し
て
順
調
と
は
い
え
ず
、
判
事
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
政
友
会
よ
り
代
議
士
に

　
な
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
周
り
の
人
を
心
配
さ
せ
て
い
た
（
中
正
雄
『
益
谷
秀
次
』
、
同
伝
記
刊
行
会
、
昭
和
四
二
年
、
七
一

　
～
二
頁
）
。

（
1
6
）
益
谷
も
清
水
も
、
能
登
の
宇
出
津
出
身
で
あ
り
、
清
水
は
益
谷
家
に
早
く
よ
り
出
入
り
し
秀
次
は
少
年
時
代
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
て

　
い
た
と
い
う
。
清
水
は
、
政
界
上
層
部
に
食
い
込
み
政
界
の
裏
街
道
で
秘
密
の
使
い
走
り
等
で
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
（
同
右
、
八
O
頁
）
。

　
該
総
選
挙
に
、
益
谷
同
様
新
人
と
し
て
千
葉
八
区
よ
り
出
馬
し
当
選
を
果
た
し
た
鈴
木
隆
も
、
清
水
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い

　
る
。
す
な
わ
ち
、
清
水
は
銀
座
で
書
画
骨
董
の
店
を
構
え
、
仕
事
柄
政
界
実
業
界
の
大
物
と
の
交
流
も
あ
り
、
政
治
が
好
き
で
在
野
の
大

御
所
然
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
政
客
で
彼
の
門
を
く
ぐ
ら
な
い
者
は
、
一
人
前
の
政
治
家
で
は
な
い
と
い
う
程
の
勢
力
を

　
持
っ
て
い
た
と
い
う
（
鈴
木
隆
『
政
界
思
い
出
百
話
』
、
千
代
田
書
店
、
昭
和
四
一
年
、
二
一
頁
）
。

（
1
7
）
　
益
谷
秀
次
「
私
の
履
歴
書
」
（
『
私
の
履
歴
書
・
第
十
一
集
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
三
五
年
、
二
六
一
～
六
頁
）
。
前
掲
、
『
益

　
谷
秀
次
』
、
八
二
頁
。

（
1
8
）
同
右
。
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（
1
9
）
前
回
総
選
挙
の
両
郡
の
総
得
票
三
、
四
三
〇
票
の
内
、
政
友
会
候
補
合
計
の
得
票
は
三
六
％
の
一
、
二
三
二
票
に
止
ま
り
、
そ
の
六
四

　
％
を
占
め
る
二
、
一
九
六
票
を
一
人
で
獲
得
し
た
桜
井
に
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
（
北
陸
版
）
』
、
大
正
六
年
四
月
二

　
三
日
）
。

（
2
0
）
　
『
北
国
新
聞
』
、
大
正
九
年
三
月
一
九
日
。

（
2
1
）
　
益
谷
家
は
、
秀
次
の
祖
父
太
助
の
時
代
に
財
を
築
い
た
。
秀
次
が
生
ま
れ
た
翌
年
の
明
治
二
二
年
の
宇
出
津
町
『
貧
富
等
差
人
名

　
簿
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
納
税
戸
数
一
、
〇
六
〇
戸
を
一
九
階
級
に
分
け
た
中
で
、
一
等
級
の
わ
ず
か
四
戸
の
中
に
父
平
作
の
名
を
、
さ

　
ら
に
は
当
時
の
『
富
豪
番
付
』
の
中
に
も
平
作
の
名
が
載
っ
て
い
た
（
前
掲
、
『
益
谷
秀
次
』
、
二
〇
～
一
頁
）
。

（
2
2
）
　
「
五
区
の
選
挙
概
観
」
（
『
北
国
新
聞
』
、
大
正
九
年
五
月
六
日
）
。

（
2
3
）
当
初
は
、
益
谷
の
他
に
珠
州
郡
出
身
の
二
人
が
出
馬
の
意
欲
を
見
せ
て
い
た
が
、
支
部
は
彼
ら
を
説
得
し
て
断
念
さ
せ
益
谷
を
公
認

　
し
た
（
同
右
、
大
正
九
年
三
月
一
二
、
二
二
日
、
二
〇
、
二
八
日
、
四
月
八
日
）
。
前
掲
、
『
益
谷
秀
次
』
、
一
〇
〇
頁
。

（
2
4
）
　
前
掲
、
『
議
会
制
度
百
年
史
・
衆
議
院
議
員
名
鑑
』

（
2
5
）
　
選
挙
戦
冒
頭
に
お
い
て
新
聞
は
、
政
友
会
は
熊
本
市
の
山
田
の
地
盤
転
覆
を
考
え
て
い
る
が
、
有
力
候
補
で
な
い
と
破
れ
な
い
の
で

小
橋
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
既
に
伝
え
て
い
た
（
『
鹿
児
島
新
聞
』
、
大
正
九
年
三
月
四
日
）
。
貴
族
院
の
勅
選

議
員
へ
の
道
が
開
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
衆
院
選
出
馬
の
冒
険
を
し
た
の
は
、
原
の
強
い
勧
め
が
あ
っ
た
た
め
と
の
観
測
も
あ
っ
た

　
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
二
二
日
・
夕
刊
）
。

（
2
6
）
　
憲
政
会
系
の
地
元
新
聞
は
、
小
橋
の
出
馬
が
決
定
さ
れ
る
と
、
社
説
は
も
と
よ
り
コ
ラ
ム
、
読
者
の
声
の
欄
を
使
い
、
現
役
内
務
次

官
の
衆
院
選
出
馬
を
問
題
に
し
連
日
攻
撃
し
続
け
た
（
『
九
州
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
九
、
一
〇
、
二
、
一
四
、
一
七
、
一
九
、

　
二
一
、
二
五
日
）
。

（
2
7
）
　
『
山
陽
新
報
』
、
大
正
六
年
四
月
二
二
～
三
日
。
岡
山
県
は
、
前
年
の
県
議
選
で
も
、
国
民
党
が
絶
対
多
数
を
獲
得
し
た
（
前
掲
、

　
『
立
憲
政
友
会
史
・
第
四
巻
』
、
五
七
四
頁
）
。

（
2
8
）
　
三
月
二
六
日
に
、
岡
山
県
の
政
友
会
支
部
は
庵
谷
を
推
薦
す
る
こ
と
を
一
旦
は
決
定
し
て
い
た
（
同
右
、
大
正
九
年
三
月
二
七
日
）
。

因
に
、
庵
谷
は
、
候
補
者
の
一
人
と
し
て
地
元
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
満
州
の
利
源
開
発
に
努
め
「
満
州
の
渋
沢
」
と
呼

　
ば
れ
、
満
州
地
方
で
は
名
を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
（
同
右
、
大
正
九
年
四
月
五
、
九
日
）
。

（
2
9
）
　
庵
谷
は
、
妹
尾
順
平
岡
山
政
友
会
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
の
説
得
を
受
け
入
れ
出
馬
を
断
念
し
た
た
め
、
馬
越
は
四
月
一
五
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日
に
帰
岡
し
翌
日
よ
り
選
挙
運
動
を
開
始
し
た
（
同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
七
日
）
。
対
立
候
補
の
星
島
二
郎
は
、
当
初
は
満
州
帰
り
の

庵
谷
が
競
争
候
補
で
あ
っ
た
が
、
一
週
間
も
立
つ
と
急
に
出
馬
を
取
り
止
め
代
わ
り
に
馬
越
が
立
候
補
し
た
、
と
そ
れ
が
唐
突
で
あ
っ
た

印
象
を
回
想
し
て
い
る
（
星
島
「
私
の
履
歴
書
」
〈
『
私
の
履
歴
書
・
第
七
集
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
三
四
年
〉
二
二
〇
～
五
頁
）
。

ハハ　ハハハパ　　パハハハ些讐会馨琶鍾範た製馨磐包鯉
　　副　　　　　＿

『
山
本
条
太
郎
伝
記
』
（
同
翁
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
一
七
年
三
月
、
四
五
一
頁
）
。

『
下
毛
新
聞
』
、
大
正
九
年
三
月
二
三
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
五
日
。

前
掲
、
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
。

白
石
は
大
正
四
年
の
県
議
選
で
下
都
賀
郡
よ
り
当
選
を
果
た
し
、
大
正
八
年
の
県
議
選
で
は
同
郡
の
選
挙
対
策
責
任
者
に
な
っ
て
い

（
『
栃
木
県
政
友
会
史
』
、
立
憲
政
友
会
栃
木
県
支
部
、
昭
和
一
〇
年
、
四
九
二
、
五
五
六
～
七
頁
）
。

『
下
毛
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
九
日
。

四
月
一
九
日
の
下
都
賀
郡
政
友
派
有
志
大
会
で
、
輸
入
候
補
の
擁
立
が
決
議
さ
れ
た
（
同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
二
日
）
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
一
、
一
四
日
。

二
二
日
に
は
、
栃
木
町
の
政
友
派
有
志
が
満
場
一
致
で
白
石
の
推
薦
に
同
意
し
支
部
の
最
高
幹
部
に
報
告
し
た
が
、
松
永
和
一
郎
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
日
に
は
白
石
に
辞
退
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
（
同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
七
日
）
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
壬
二
日
。

波
多
野
「
原
敬
と
私
」
（
『
痴
遊
雑
誌
』
、
第
三
巻
第
五
号
、
昭
和
二
一
年
五
月
一
八
日
）
。

第
三
章
　
官
僚
財
界
人
候
補
者
の
選
挙
戦

　
前
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
大
幅
な
定
員
増
と
小
選
挙
区
制
の
導
入
は
、
中
央
で
活
躍
す
る
官
僚
や
財
界
人
に
も
衆

院
選
出
馬
の
機
会
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
地
元
に
地
盤
を
持
た
ず
落
下
傘
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
彼
ら
の
選
挙
戦
が
楽
観
を

許
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
先
述
し
た
よ
う
に
彼
ら
の
出
馬
す
る
選
挙
区
は
、
総
じ
て
政
友
会
劣
勢
の
地
で

63



法学研究70巻11号（’97：111

あ
る
た
め
苦
戦
は
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
前
章
に
お
い
て
言
及
し
た
候
補
者
に
つ
い
て
み
て
も
、
栃
木
四
区
の
波
多
野
は
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
が
、
輸
入
候
補
の
彼
に

選
挙
区
が
期
待
し
た
こ
と
は
豊
富
な
選
挙
資
金
で
あ
り
、
県
政
友
会
史
自
ら
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
該
選
挙
に
は
多
額
の
資
金
が
投

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
富
山
三
区
の
石
坂
や
岡
山
二
区
の
馬
越
が
落
選
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
馬
越
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

り
当
選
を
果
た
し
た
星
島
は
、
馬
越
が
こ
の
選
挙
の
た
め
に
三
〇
万
円
を
費
や
し
た
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に
当
選
を
果
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

石
川
五
区
の
益
谷
も
、
投
票
日
直
前
の
地
元
新
聞
に
お
い
て
「
激
戦
中
の
激
戦
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
憲
政
会
生
垣
と
の
戦
い
は
接

戦
で
あ
っ
た
。
最
後
は
、
益
谷
、
生
垣
両
家
の
財
力
競
争
の
よ
う
に
な
り
、
選
挙
が
終
わ
っ
て
み
る
と
益
谷
家
は
二
二
万
円
を
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
た
め
に
散
じ
て
い
た
、
と
い
う
。
福
井
一
区
（
福
井
市
）
の
山
本
、
熊
本
一
区
の
小
橋
も
、
以
下
紹
介
す
る
よ
う
に
選
挙
戦
は
楽

と
は
い
え
ず
い
ず
れ
も
僅
差
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

　
山
本
は
、
財
界
の
大
物
で
あ
り
選
挙
資
金
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
落
下
傘
候
補
ゆ
え
の
苦
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
候
補
者
選
考
過
程
に
お
い
て
山
本
の
名
前
が
上
が
っ
た
際
、
彼
が
地
元
か
ら
無
条
件
に
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
山
本
は
福
井
県
出
身
で
あ
る
が
、
彼
が
福
井
に
い
た
の
は
幼
少
期
だ
け
で
あ
る
た

め
、
地
元
の
人
々
は
山
本
が
同
県
出
身
で
あ
る
こ
と
を
殆
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
山
本
の
名
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
連
座
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
を
担
ぐ
こ
と
に
は
難
色
を
示
す
地
元
の
人
々
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
山
本
の
伝
記
は
、
多
年
培
っ
て
き
た
地
盤
を
持
つ
ラ
イ
バ
ル
の
松
井
に
比
し
、
福
井
市
に
殆
ど
顔
馴
染
の
な
い
山
本
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

戦
は
想
像
以
上
に
苦
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
幹
事
長
の
望
月
が
、
山
本
に
容
易
な
選
挙
戦
で
は
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

で
し
ば
し
ば
助
言
を
与
え
る
た
め
面
接
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
山
本
の
選
挙
戦
が
劣
勢
で
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
原
が
逓
相
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

野
田
に
対
し
福
井
に
行
き
応
援
す
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
山
本
は
松
井
を
抑
え
当
選
を
果
た
す
も
の
の
、

そ
の
差
が
五
票
と
い
う
僅
差
で
の
辛
勝
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
苦
戦
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
た
。
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小
橋
は
、
内
務
次
官
の
肩
書
き
を
持
っ
て
の
出
馬
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
の
選
挙
戦
も
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
熊
本
一
区
に
お

け
る
憲
政
会
の
地
盤
が
固
い
こ
と
に
加
え
、
熊
本
市
出
身
と
は
い
え
中
央
で
活
躍
す
る
小
橋
は
、
地
元
選
挙
民
に
と
り
帰
郷
候
補
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

見
倣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
四
月
下
旬
選
挙
区
よ
り
帰
京
し
た
小
橋
は
、
熊
本
市
に
お
い
て
憲
政
会
候
補
と
戦
う
こ
と
の
苦
痛
を
談

　
　
　
（
1
0
）

じ
て
い
た
が
、
選
挙
結
果
に
お
い
て
山
田
と
の
差
が
三
百
票
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、
か
か
る
談
話
が
選
挙
戦
の
実
態
を
そ
の
ま
ま
物

語
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
輸
入
あ
る
い
は
帰
郷
候
補
ゆ
え
に
選
挙
区
に
確
固
た
る
地
盤
を
持
た
ず
、
し
か
も
政
友
会
劣
勢
の
地
に
出
馬
し
た
彼

ら
の
選
挙
戦
は
決
し
て
楽
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
帰
郷
あ
る
い
は
輸
入
候
補
に
対
す
る
地
元
の
反
感
は
依
然
と
し

て
あ
り
、
そ
れ
も
苦
戦
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
選
挙
制
度
の
改
正
は
、
彼
等
の
よ
う
な

落
下
傘
候
補
の
出
馬
に
利
し
た
一
面
は
あ
っ
た
が
、
出
馬
す
る
選
挙
区
の
調
整
は
、
従
前
同
様
に
慎
重
な
配
慮
を
要
し
た
し
困
難
を

　
　
　
　
　
　
（
H
）

伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
馬
越
が
岡
山
二
区
か
ら
出
馬
す
る
ま
で
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
の
中
に
も
、
そ
の
困
難
を
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
当
初
馬
越
は
五
区
か
ら
の
出
馬
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
三
月
下
旬
に
な
り
突
如
立
候
補
を
取

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
止
め
る
こ
と
に
な
る
。
彼
が
五
区
か
ら
の
出
馬
を
断
念
し
た
真
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
馬
越
に
代
わ
り
五
区
か

ら
政
友
会
の
推
薦
を
受
け
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
る
守
屋
松
之
助
が
、
当
初
よ
り
出
馬
の
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
因
に
守
屋
は
、
五
区
を
構
成
す
る
三
郡
の
一
つ
で
あ
る
小
田
郡
矢
掛
町
の
町
長
を
経
て
、
当
時
は
同
郡
選
出
の
県
会
議
員

　
　
（
1
4
）

で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
地
元
密
着
型
の
地
方
政
治
家
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
大
原
孫
三
郎
の
妻
と
い
と
こ
だ
っ
た
関
係
も
あ
り
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
頃
既
に
大
原
の
支
援
を
受
け
、
後
に
大
原
財
閥
の
四
天
王
の
一
人
と
目
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
区
か
ら
の
馬
越

の
出
馬
が
内
定
し
、
か
か
る
経
歴
を
持
つ
守
屋
が
参
謀
を
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
守
屋
の
内
心
伍
泥
た
る
思
い
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

地
元
の
新
聞
は
伝
え
て
い
た
。
馬
越
の
五
区
か
ら
の
出
馬
断
念
の
背
景
に
は
、
か
か
る
地
元
候
補
と
の
摩
擦
が
少
な
か
ら
ず
生
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
馬
越
は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
五
区
か
ら
の
出
馬
を
取
り
止
め
、
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先
述
し
た
よ
う
に
四
月
中
旬
に
な
り
突
如
二
区
か
ら
の
出
馬
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
馬
越
の
出
馬
ま
で
の
紆
余
曲
折
か
ら
も
推
断
で
き
る
よ
う
に
、
落
下
傘
候
補
と
な
る
彼
ら
が
出
馬
す
る
選
挙
区
の
調
整
は
、

決
し
て
容
易
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
地
元
候
補
者
と
の
間
で
公
認
を
め
ぐ
る
争
い
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
争
い
は

大
選
挙
区
制
以
上
に
直
接
対
決
の
様
相
を
呈
し
、
狭
域
化
さ
れ
た
選
挙
区
の
中
で
は
対
立
が
よ
り
先
鋭
化
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
加

え
て
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
は
、
地
元
密
着
型
の
地
方
政
治
家
に
も
国
政
飛
躍
の
道
を
大
き
く
開
き
、
候
補
者
は
も
と
よ
り
彼
を
担

ぐ
地
元
選
挙
民
の
期
待
も
ふ
く
ら
む
だ
け
に
、
妥
協
や
譲
歩
は
し
に
く
く
摩
擦
や
対
立
は
よ
り
激
し
い
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
対
立
は
支
部
の
段
階
で
は
収
拾
が
着
か
ず
、
本
部
に
裁
定
を
仰
ぎ
調
停
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
も

生
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
対
立
を
、
現
職
の
神
奈
川
県
知
事
井
上
孝
哉
が
、
原
の
後
援
を
受
け
地
元
の
岐
阜
五
区
よ
り
出
馬
す
る
ま
で
の
経
緯
を

追
う
こ
と
に
よ
り
見
て
み
た
い
。
五
区
は
、
揖
斐
と
本
巣
の
両
郡
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
井
上
は
、
後
者
の
本
巣
郡
の
出
身

で
あ
り
、
東
京
帝
大
を
卒
業
後
内
務
省
に
入
省
し
、
佐
賀
、
富
山
の
県
知
事
を
経
て
、
原
内
閣
の
下
で
神
奈
川
県
知
事
に
抜
擢
さ
れ

　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
経
歴
を
持
つ
。
岐
阜
五
区
は
、
前
回
総
選
挙
の
結
果
に
照
ら
し
て
み
て
も
政
友
会
劣
勢
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
原
は
有
力
候
補
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

あ
る
井
上
の
出
馬
を
望
ん
で
い
た
。
一
方
、
該
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
当
初
政
友
派
か
ら
在
京
の
佐
藤
駒
太
郎
と
地
元
の
地
方
政
治

家
で
あ
る
久
富
宇
三
郎
ら
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
最
後
ま
で
出
馬
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
は
久
富
で
あ
っ
た
。
久
富
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

明
治
四
四
年
に
県
議
に
初
当
選
し
て
以
来
、
三
期
連
続
で
本
巣
郡
よ
り
県
議
に
出
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
四
月
中
旬
に
な
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

久
富
が
本
巣
郡
内
の
殆
ど
の
町
村
の
支
持
を
得
た
た
め
、
井
上
の
出
馬
が
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
た
、
と
観
測
す
る
新
聞
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
井
上
は
、
四
月
二
〇
日
の
神
奈
川
版
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
自
ら
出
馬
の
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
こ
で
は
自

分
が
立
て
ば
他
の
候
補
は
譲
り
辞
退
し
、
憲
政
会
の
出
る
余
地
も
な
く
な
る
、
と
楽
観
と
自
信
に
満
ち
た
談
話
を
発
表
し
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

当
選
し
て
も
現
職
を
辞
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と
当
選
を
前
提
と
し
た
話
ま
で
し
て
い
た
。
し
か
し
、
井
上
の
出
馬
の
意
志
表
明
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（
2
4
）

を
聞
い
て
も
久
富
は
辞
退
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
こ
に
お
い
て
井
上
と
久
富
と
の
競
合
と
対
立
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
両
派
と
も
譲

ら
な
か
っ
た
た
め
、
裁
定
を
政
友
会
本
部
に
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
党
本
部
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

原
の
仲
裁
に
よ
り
久
富
が
井
上
に
譲
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
久
富
は
選
挙
戦
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間

の
事
情
に
つ
い
て
新
聞
は
、
選
挙
区
の
事
情
が
必
ず
し
も
好
ま
し
い
方
向
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
井
上
が
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溺
）

に
対
し
て
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
選
挙
区
の
動
向
か
ら
成
算
が
薄
い
と
判
断
し
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

馬
を
躊
躇
し
て
い
た
井
上
に
出
馬
を
促
し
た
の
は
原
の
方
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
井
上
出
馬
の
背
景
に
は
原
の
支
援
が
あ
っ

た
の
で
、
本
部
に
裁
定
が
委
ね
ら
れ
た
時
点
で
政
友
会
が
井
上
を
推
す
こ
と
に
な
る
の
は
既
定
の
こ
と
と
も
い
え
た
。
原
を
中
心
と

す
る
政
友
会
本
部
は
、
現
役
官
僚
の
知
事
の
出
馬
を
積
極
的
に
進
め
、
そ
れ
が
地
元
候
補
者
と
の
対
立
を
招
い
た
場
合
で
も
、
前
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

を
優
先
し
後
者
の
出
馬
を
抑
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
友
会
が
官
僚
の
議
会
進
出
を
推
進
す
る
姿
勢
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
神
奈
川
七
区
よ
り
新
人
と
し
て
出
馬
し
た
森
恪
の
場
合
も
、
政
友
会
の
地
元
候
補
者
と
の
調
整
が
つ
か
ず
、
最
終
的
に
は
本
部
の

裁
定
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
森
が
党
の
公
認
を
得
る
に
は
、
当
該
選
挙
区
に
地
盤
を
持
ち
、
出
馬
の
意
欲
を
持
つ

土
居
貞
弥
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
。
土
居
は
、
前
回
総
選
挙
に
も
定
員
六
名
の
神
奈
川
郡
部
よ
り
政
友
会
公
認
で
出
馬
し
た
が
、

九
位
で
落
選
し
た
。
土
居
の
得
票
を
細
か
く
み
る
と
、
彼
は
七
区
を
構
成
す
る
足
柄
の
上
下
両
郡
よ
り
自
己
の
得
票
の
七
割
を
獲
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

し
、
そ
れ
は
両
郡
の
全
得
票
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
無
所
属
で
最
下
位
当
選
を
果
た
し
た
中
川
隣
之
輔
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
土
居
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
小
選
挙
区
制
の
導
入
は
自
己
の
当
選
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
彼
が
立
候

補
の
意
志
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
支
部
の
幹
事
長
が
両
者
の
調
停
を
努
め
た
も
の
の
失
敗

　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

に
終
わ
り
、
結
局
、
幹
事
長
望
月
の
説
得
に
よ
り
土
居
が
出
馬
を
断
念
し
、
森
の
公
認
が
決
定
し
た
。
森
の
公
認
が
四
月
二
二
日
に

な
る
ま
で
出
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
か
か
る
事
情
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
先
の
井
上
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
党
本
部
は
自

党
の
地
元
候
補
者
を
抑
え
る
決
定
を
下
し
、
財
界
人
候
補
者
を
優
先
す
る
選
択
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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因
に
、
こ
う
し
た
地
元
候
補
と
の
摩
擦
は
、
森
の
そ
の
後
の
選
挙
戦
を
苦
し
く
す
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
党
本
部
が
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

り
出
し
候
補
者
の
絞
り
込
み
が
成
功
し
た
た
め
、
一
時
選
挙
戦
は
森
の
独
走
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
土
居
を
推
し
て
い

た
政
友
会
内
の
勢
力
が
、
森
の
公
認
に
反
発
し
て
憲
政
会
側
に
流
れ
る
動
き
を
示
し
た
の
で
、
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た

　
　
（
3
3
）

の
で
あ
る
。
森
は
、
憲
政
会
候
補
と
得
票
数
に
お
い
て
二
倍
近
く
の
差
を
つ
け
当
選
を
果
た
す
が
、
波
多
野
同
様
に
相
当
な
選
挙
資

金
を
注
ぎ
込
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
森
の
伝
記
は
、
次
の
総
選
挙
で
落
選
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

選
挙
で
当
選
を
果
た
す
た
め
に
金
権
候
補
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
金
銭
を
費
や
し
た
と
推
断
し
て
い
る
。
森
も
ま
た
、
決
し
て
楽
な

選
挙
を
戦
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
二
例
は
、
支
部
の
段
階
で
は
調
整
が
つ
か
ぬ
ほ
ど
の
摩
擦
が
地
元
候
補
者
と
の
間
で
生
じ
、
最
終
的
に
党
本
部
の
仲
裁
に
仰

が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
例
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
二
区
の
よ
う
に
か
か
る
対
立
が
事
実
上
政
友
派
の
分
裂
を
招
い
た
例
も
あ
る
。
二
区

に
は
、
元
内
務
官
僚
の
新
人
岩
切
重
雄
が
出
馬
し
た
が
、
そ
れ
が
地
元
政
治
家
と
の
摩
擦
対
立
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
一
年
生
ま
れ
で
出
馬
時
に
は
未
だ
三
〇
歳
台
で
あ
っ
た
岩
切
は
、
束
京
帝
大
卒
業
後
内
務
省
に
入
り
鳥
取
警
視
と
な
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

大
正
六
年
に
は
退
官
し
地
元
に
帰
り
鹿
児
島
市
の
助
役
の
座
に
就
い
て
い
た
。
岩
切
は
二
区
を
単
独
で
構
成
す
る
鹿
児
島
郡
出
身
で

あ
り
、
右
の
如
く
市
の
助
役
経
験
者
で
は
あ
っ
た
も
の
の
そ
の
日
は
浅
く
、
地
元
選
挙
区
か
ら
み
れ
ば
新
参
者
の
少
壮
候
補
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
長
年
に
亙
り
地
元
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
地
元
密
着
型
の
候
補
者
の
擁
立
を
目
指
す
勢
力
と
、

激
し
い
摩
擦
と
対
立
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
該
選
挙
区
か
ら
は
、
地
元
の
地
方
政
治
家
で
あ
る
長
野
武
熊
が
出
馬
の
意

欲
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
野
は
明
治
四
〇
年
よ
り
鹿
児
島
郡
か
ら
三
期
連
続
で
県
議
に
当
選
し
、
参
事
会
員
に
も
選
ば
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

こ
と
も
あ
り
、
地
元
政
友
会
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
伴
い
県
議
選
の
選
挙
区
が

衆
院
選
の
選
挙
区
と
同
一
に
な
っ
た
こ
と
は
、
長
野
及
び
彼
を
支
持
す
る
地
元
選
挙
民
の
期
待
を
高
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
こ
こ
に
お
い
て
二
区
で
は
、
元
内
務
官
僚
で
帰
郷
候
補
と
も
い
え
る
少
壮
の
岩
切
と
、
地
元
候
補
の
長
野
と
の
間
で
公
認
争
い
が
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生
じ
る
。
四
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
郡
の
候
補
者
選
定
予
選
会
の
投
票
結
果
は
、
岩
切
の
三
九
票
に
対
し
長
野
の
三
三
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

と
僅
差
で
岩
切
が
勝
つ
が
、
長
野
陣
営
は
そ
の
後
も
投
票
の
無
効
を
訴
え
選
挙
運
動
を
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
元
の
新
聞
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

両
候
補
者
の
推
薦
広
告
が
な
ら
ん
で
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
七
日
の
政
友
会
の
鹿
児
島
支
部
総
会
に
お
い
て
、
他
の
選
挙
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
多
く
の
候
補
者
の
公
認
が
決
定
さ
れ
た
が
、
二
区
に
つ
い
て
は
異
議
が
出
て
そ
の
決
定
は
幹
事
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

こ
れ
を
受
け
一
九
日
に
開
か
れ
た
幹
事
会
は
、
長
野
陣
営
が
要
求
し
た
再
度
の
予
選
会
の
実
施
を
認
め
ず
、
岩
切
の
公
認
を
決
定
し

二
〇
日
に
は
本
部
よ
り
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
公
認
か
ら
洩
れ
た
長
野
は
、
そ
の
後
も
選
挙
運
動
を
続
け
た
た
め

支
部
幹
事
は
再
三
勧
告
し
た
も
の
の
こ
れ
に
従
わ
ず
、
二
五
日
に
は
政
友
会
を
脱
党
し
中
立
候
補
と
し
て
選
挙
戦
を
戦
う
こ
と
に
な

（
4
1
）る

。
こ
こ
に
お
い
て
二
区
は
政
友
派
の
分
裂
選
挙
と
な
り
、
結
果
は
岩
切
が
長
野
を
抑
え
当
選
し
た
。
二
区
を
選
挙
結
果
だ
け
か
ら

み
る
と
、
政
友
会
の
公
認
候
補
と
中
立
候
補
と
の
戦
い
に
み
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
帰
郷
対
地
元
の
政
友
会
候
補
同
士
の
対
立
と

競
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
例
を
通
じ
て
、
落
下
傘
候
補
と
な
る
官
僚
や
財
界
人
の
選
挙
戦
が
総
じ
て
楽
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

小
選
挙
区
制
の
導
入
は
、
確
か
に
前
職
の
い
な
い
選
挙
区
を
つ
く
り
彼
ら
の
立
候
補
を
容
易
に
し
た
反
面
、
地
元
候
補
者
と
競
合
し

た
場
合
は
大
選
挙
区
制
以
上
に
そ
の
摩
擦
を
激
化
さ
せ
、
支
部
の
段
階
で
は
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
ず
本
部
の
裁
定
を
仰
が
ね
ば
な

ら
な
い
選
挙
区
や
、
事
実
上
政
友
派
の
分
裂
を
招
い
た
選
挙
区
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
本
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

た
と
え
地
元
候
補
者
と
対
立
を
招
い
て
も
、
党
本
部
を
中
心
に
し
て
政
友
会
は
、
総
じ
て
官
僚
や
財
界
人
を
優
先
し
こ
れ
を
後
押
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　　　パ
　21た＿）

前
掲
、
『
栃
木
県
政
友
会
史
』
、
五
五
〇
頁
。

前
掲
、
星
島
「
私
の
履
歴
書
」
、
二
二
五
頁
。

（
『
山
陽
新
報
』
、
大
正
九
年
五
月
九
日
）
。

尚
、
投
票
日
直
前
の
地
元
の
新
聞
は
、
両
派
の
勢
力
伯
仲
と
し
て
接
戦
を
報
じ
て
い
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　　ハ　　　　　パ

76543） ） ） ） ）

　
の
と
こ
ろ
両
派
は
伯
仲
の
間
で
あ
る
が
、

　
一

（
8
）

　
よ
り
直
接
応
接
の
依
頼
を
受
け
る
と
と
も
に
、

卯
太
郎
日
記
』
、

（
9
）

　
か
る
功
績
が
何
も
な
い
、

（
1
0
）日

新
聞
』
、

　
四
月
二
四
日
）
。

　　　ハ　　パ　　パ　　　
15　14　13　12　11
）　　）　　）　　）　　）典

・
下
巻
』
、

（
1
6
）

（
1
7
）六

日
）
。

　
『
北
国
新
聞
』
、
大
正
九
年
五
月
六
日
。

　
前
掲
、
『
益
谷
秀
次
』
、
一
〇
四
頁
。

　
前
掲
、
『
山
本
条
太
郎
』
、
四
五
二
頁
。

　
同
右
、
四
五
四
～
五
頁
。

　
望
月
圭
介
「
政
治
経
済
界
に
於
け
る
特
異
の
存
在
」
（
前
掲
、
『
山
本
条
太
郎
翁
追
憶
録
』
、
六
六
三
頁
）
。
四
月
中
旬
の
新
聞
は
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
勝
味
は
松
井
氏
に
あ
り
と
す
る
を
至
当
」
と
報
じ
て
い
た
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
四
月

四
日
夕
刊
）
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
該
総
選
挙
に
出
馬
し
て
い
た
野
田
は
、
自
分
の
選
挙
戦
も
そ
こ
そ
こ
に
帰
京
す
る
が
、
そ
の
途
次
の
京
都
で
山
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
か
ら
も
応
援
の
要
請
を
受
け
、
帰
京
の
翌
日
の
五
月
七
日
に
は
福
井
に
向
う
（
『
野
田

　
　
　
　
　
大
正
九
年
五
月
四
日
、
七
日
、
『
野
田
大
塊
伝
』
、
野
田
大
塊
伝
刊
行
会
、
昭
和
四
年
、
七
〇
四
頁
）
。

　
地
元
の
憲
政
会
系
新
聞
か
ら
は
、
山
田
は
長
年
に
わ
た
り
全
身
を
挙
げ
て
県
政
や
市
政
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
小
橋
に
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
批
判
さ
れ
た
（
『
九
州
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
一
九
日
）
。

　
『
鹿
児
島
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
二
九
日
。
小
橋
は
、
帰
京
の
途
次
の
大
阪
で
も
、
接
戦
で
あ
る
こ
と
を
談
じ
て
い
た
（
『
大
阪
朝

　
　
　
大
正
九
年
四
月
二
二
日
夕
刊
）
。
ま
た
、
同
紙
の
激
戦
地
の
特
集
報
告
記
に
も
、
態
本
一
区
は
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
同
上
、

前
掲
、
『
日
本
政
党
史
論
・
第
四
巻
』
、
二
九
八
頁
。

　
『
山
陽
新
報
』
、
大
正
九
年
三
月
二
二
、
一
七
日
。

　
同
右
、
大
正
九
年
三
月
二
〇
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
、
八
日
。

守
屋
は
、
明
治
四
三
年
よ
り
矢
掛
町
町
長
を
二
期
八
年
務
め
、
大
正
八
年
の
県
議
選
で
初
当
選
を
果
た
し
た
（
『
岡
山
県
大
百
科
事

　
　
　
　
昭
和
五
五
年
、
山
陽
新
聞
社
、
九
九
七
頁
）
。

　
『
山
陽
新
報
』
、
大
正
九
年
三
月
一
四
日
、
四
月
一
日
。

地
元
の
新
聞
は
、
伝
聞
な
が
ら
も
選
挙
区
内
で
馬
越
の
支
援
を
断
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
（
同
右
、
大
正
九
年
三
月
一

　
　
ま
た
、
馬
越
の
出
馬
取
り
止
め
は
多
分
、
子
分
（
守
屋
－
筆
者
注
）
に
花
を
持
た
す
た
め
で
あ
ろ
う
と
観
測
し
て
い
た
（
同
右
、
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大
正
九
年
三
月
一
九
日
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
馬
越
の
出
馬
が
、
守
屋
を
は
じ
め
地
元
支
援
者
の
反
発
を
少
な
か
ら
ず
招
い
て
い

　
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
『
原
敬
全
集
』
は
、
こ
の
馬
越
の
五
区
か
ら
の
出
馬
取
り
止
め
は
、
原
が
馬
越
の
出
馬
に
よ
り
犬
養
の

地
盤
を
崩
す
こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
、
議
会
開
設
以
来
の
政
界
の
名
士
犬
養
を
落
選
さ
せ
る
こ
と
は
忍
び
な
い
、
と
考
え
た
た
め
と
書
い

　
て
い
る
（
『
原
敬
全
集
・
下
巻
』
（
復
刻
版
）
、
原
書
房
、
昭
和
四
四
年
、
一
二
六
頁
）
が
、
該
総
選
挙
で
犬
養
は
四
区
よ
り
出
馬
し
無

競
争
で
当
選
し
て
い
る
た
め
、
妥
当
な
解
説
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
前
掲
、
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
。

（
1
9
）
前
回
総
選
挙
の
結
果
を
見
る
と
、
憲
政
会
の
松
岡
勝
太
郎
が
五
区
を
構
成
す
る
両
郡
よ
り
首
位
の
一
、
二
八
六
票
を
獲
得
し
、
二
位

　
の
五
二
七
票
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
た
。
し
か
も
、
二
位
は
、
国
民
党
の
牧
野
鉄
太
郎
で
あ
っ
た
（
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
、
大
正
六
年
四

　
月
二
三
日
）
。

（
2
0
）
　
原
が
井
上
を
推
し
た
の
は
、
政
友
会
か
ら
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
る
候
補
が
敵
候
補
と
太
刀
打
ち
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

　
（
前
掲
、
『
原
敬
全
集
・
下
巻
』
、
一
〇
三
六
頁
）
。
四
月
初
頭
の
新
聞
は
、
憲
政
会
の
前
職
松
岡
に
対
抗
す
べ
く
、
政
友
会
が
井
上
の
擁
立

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
既
に
報
じ
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
一
日
）
。

（
2
1
）
　
『
岐
阜
県
史
、
通
史
編
近
代
上
』
（
岐
阜
県
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
三
二
七
～
三
二
頁
）
。

（
2
2
）
　
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
四
月
一
六
日
。

（
2
3
）
　
『
東
京
日
日
新
聞
（
神
奈
川
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
二
〇
日
。

（
2
4
）
　
久
富
は
出
馬
を
宣
し
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
（
東
海
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
≡
二
日
）
、
全
区
に
運
動
員
を
配
し
て
最
後
ま
で
戦
う
姿
勢

　
を
示
し
て
い
た
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
四
月
二
四
日
夕
刊
）
。

（
2
5
）
　
井
上
が
選
挙
区
で
正
式
に
出
馬
の
宣
言
を
し
た
の
は
、
原
の
裁
定
を
得
て
帰
県
し
た
四
月
二
五
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
『
大
阪

　
朝
日
新
聞
（
東
海
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
二
八
日
）
。

（
2
6
）
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
（
東
海
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
、
二
五
日
、
二
八
日
。

（
2
7
）
前
掲
、
『
原
敬
全
集
・
下
巻
』
、
一
〇
三
六
頁
。
該
選
挙
区
に
お
け
る
争
い
は
、
政
友
会
か
ら
の
推
薦
を
い
か
に
と
る
か
に
集
中
し
、

　
憲
政
会
か
ら
の
有
力
候
補
者
の
出
馬
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
井
上
と
争
う
こ
と
に
な
る
成
瀬
澄
三
郎
も
、
本
来
は

　
政
友
会
か
ら
の
出
馬
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
井
上
の
公
認
に
反
発
し
て
憲
政
会
陣
営
と
の
提
携
に
動
き
出
馬
し
た
の
で
あ
る
（
『
大

　
阪
朝
日
新
聞
（
東
海
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
二
八
日
）
。
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（
2
8
）
　
因
み
に
久
富
は
、
こ
の
半
年
後
の
二
月
に
、
岐
阜
県
会
議
長
に
選
ば
れ
て
い
る

　
六
頁
）
が
、
衆
院
選
の
出
馬
辞
退
に
対
す
る
報
奨
の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
9
）
　
『
東
京
日
日
新
聞
（
横
浜
、
横
須
賀
版
）
』
、
大
正
六
年
四
月
壬
二
日
。

（
3
0
）
　
『
東
京
日
日
新
聞
（
神
奈
川
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
二
一
日
。

（
31
）
　
同
右
、
大
正
九
年
四
月
二
三
日
。
山
浦
貫
一
編
修
『
森
恪
』
（
高
山
書
院
、
昭
和
一

　
・
第
四
巻
』
、
二
九
〇
頁
。

　ハ　パハ　　ハハ　　£迎聖署箸讐月範製磐署
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（
前
掲
、
『
岐
阜
県
史
、
通
史
編
近
代
上
』
、
三
三

六
年
、
四
二
〇
頁
）
。
前
掲
、
『
日
本
政
党
史
論

「
県
下
逐
鹿
場
裡
の
新
人
旧
人
（
十
一
）
森
恪
君
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
（
神
奈
川
版
）
』
、
大
正
九
年
四
月
二
五
日
）
。

同
右
、
大
正
九
年
五
月
六
日
。

前
掲
、
『
森
恪
』
、
四
二
〇
頁
。

前
掲
、
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
及
び
『
鹿
児
島
市
史
H
』
（
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
昭
和
四
五
年
三

四
一
頁
）
。

『
鹿
児
島
県
史
・
別
巻
』
（
鹿
児
島
県
、
昭
和
一
八
年
三
月
、
三
三
～
五
頁
）
、
『
時
事
新
報
』
、
大
正
九
年
五
月
一
日
夕
刊
。

『
鹿
児
島
新
聞
』
、
大
正
九
年
四
月
一
一
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
五
、
一
六
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
一
八
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
二
〇
日
。

同
右
、
大
正
九
年
四
月
二
六
日
。
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結
　
語

ま以
ず上

、　　　、

第
一
四
回
衆
院
総
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
候
補
者
擁
立
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
結
果
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

政
友
会
が
、
同
党
劣
勢
の
地
で
あ
っ
て
も
与
党
の
追
い
風
に
乗
り
候
補
者
の
擁
立
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
対



第一四回衆議院議員選挙における政友会の積極方針

し
て
野
党
第
一
党
の
憲
政
会
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
該
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
候
補
者
擁
立
の
段
階
か
ら
与

野
党
の
攻
勢
と
守
勢
の
対
照
的
な
構
図
が
で
き
上
が
り
、
投
票
結
果
を
待
た
ず
し
て
政
友
会
の
勝
利
は
確
定
し
て
い
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
友
会
は
候
補
者
の
積
極
的
擁
立
を
図
る
中
で
、
党
本
部
を
中
心
に
官
僚
や
財
界
人
の
衆
院
選
出
馬
に
期
待
し
こ
れ

を
推
進
し
た
。
大
幅
な
定
員
増
と
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
り
選
挙
区
が
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
に
前
職
の
い
な
い
空
白
の

選
挙
区
を
数
多
く
生
む
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
は
か
か
る
選
挙
区
の
候
補
者
要
員
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
該
選
挙

区
は
総
じ
て
政
友
会
劣
勢
の
地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
野
党
優
勢
の
地
盤
を
突
き
崩
す
た
め
に
は
、
地
方
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

中
央
か
ら
彼
ら
の
よ
う
な
有
力
候
補
を
引
っ
張
っ
て
く
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
制
度
の
改
正
に
よ
り
生
ま
れ
た

空
白
の
選
挙
区
は
、
落
下
傘
候
補
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
官
僚
や
財
界
人
が
直
面
す
る
、
地
元
と
の
摩
擦
を
回
避
あ
る
い
は
緩
和
す

る
こ
と
に
な
り
、
彼
等
の
出
馬
を
容
易
に
す
る
一
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
該
総
選
挙
に
出
馬
し
た
官
僚
や
財
界
人
で
は
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
政
友
会
劣
勢
の
選
挙
区
に
お
い
て
戦
う
選

挙
戦
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
制
度
の
改
正
は
彼
等
の
出
馬
に
利
し
た
一
面
が
あ
っ
た
も
の
の
、
落
下
傘
候
補
に
対
す
る

地
元
の
反
発
が
全
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
等
が
地
元
候
補
者
と
競
合
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
摩

擦
や
対
立
は
大
選
挙
区
制
以
上
に
激
化
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
り

狭
域
化
さ
れ
た
選
挙
区
は
、
両
者
の
対
立
を
よ
り
直
接
的
な
も
の
に
し
先
鋭
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
地
元
密
着
型
の
地
方
政
治
家

に
は
国
政
へ
の
飛
躍
の
可
能
性
を
高
め
た
だ
け
に
、
そ
こ
か
ら
妥
協
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
対
立
を
支
部
の
段
階
に
お
い
て
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
ず
本
部
に
裁
定
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
選
挙
区
や
、
調
整
に

失
敗
し
て
政
友
派
の
分
裂
を
招
い
た
選
挙
区
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
か
か
る
対
立
が
発
生
し
た
場
合
、
党
本
部

を
中
心
と
し
た
政
友
会
が
、
自
党
の
地
元
政
治
家
の
出
馬
を
抑
え
官
僚
や
財
界
人
の
擁
立
を
支
持
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
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官
界
や
財
界
よ
り
の
衆
院
選
出
馬
を
積
極
的
に
推
進
し
た
、
政
友
会
の
該
総
選
挙
に
お
け
る
姿
勢
を
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。［
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